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文化 教養 文化・教養専門課程 スポーツ科学科 アスレティックトレーナーコース
平成 16年文部科学省
告示第 17号

学科の 目的

認定年月日

修業年限

て アスリートの教育者、相談役、 いく上でのコーディネー

昼夜 講義 演習 実 習 実験 実技

2 昼 間

160人 の内数 64人 0人 4人の内数 44人 の内数 48人 の内数

学期制度
4月 1日 ～9月 30日
0ヽ月 1日 ～3月 31日

成績評価

日成績表:     有
百蔵積言再顧残野雪万百

~~~~~~~~

各科目について、出席率、|メ鼠業をゝ度、試験の成績、レポート・課題

長期休み

E夏 季 :7月 24日 ～8月 20日
H冬 季 :12月 23日 ～1月 9日
■学年末 : 3月 11日 ～3月 31日

卒業 進級

条件

1 進級認定:各 年次の合計修得単位が57単位以上の者は進級
することができる。
22年間の合計修得単位が

'14単
位以上の者は卒業することが

できる。

学修支援等 課外活動

E課タト店勒の↑里銀
①各種企業プロジェクト実行委員会
②ボランティア実行委員会
③学固索実行委員会
④体育大会実行委員会その他
■ Ⅲ ― ′,′ し,=獲九      右

日個別相談・指導等の対応

①担任による定期的 継続的個別面談の実施及び保護者との密接
な連携強化
②成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施

就島簑等の

状況x2

日主な就職先、業界等 (令和4年度卒業■)

スポーツクラブ、スポーツ施設、クリニック、整骨院、リラク
ゼーション

主な学修成果
(資格 検定等 )

■国家資格 検定/その他・民間 4貪定等

健康運動実践指導者 ⑥ 5人 3人

※極男!の 欄には 各資程 槙定について 以下の ll～ alの いすれかに該当す

O国家資格 検定のうち、,17と 同時に取傷可能なもの
タリ国家資格 検定のうち 修 7と同時に受跛資格を取得するもの

2その他(民間検定書)

日自由記述 lbl
(例 )認定学科の学生 卒業生のコンテスト入賞状況等

■ 7元颯 指 W]容
誂構を専門に支援するキャリアセンターを設置し、一人ひとりの希望に

沿って、羅歴書指導、面桜指導 求大獲得、企業見学 採用試験の設定
から内定獲得交′歩宇を個男Wi行つている。また、仮に卒業式までに就職
が決まらなくても、全ての学生の就職が決まるよて、卒業後も支 l妥を荷つ

ている。

口卒業者に占める就職者の割合

中途退学
の現状

日中途退学者                ,名       日申退率

令和 44r4月 1日 時点において、在学者 50名 (令 和 4年 4月 1日 入学者を含む )
令 f口 54F3月 31日 時点において、在学者 49名 (令和 5年 3月 31日 卒業者を含む )
日中途退学の主な理由

進路変更

20 %

日中退防止 中退者支援のための取組

①成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管理(受診料実費負担なし薬代負担なし)③進路変更希望
者に対しては、担任と共に尊任の進路変更委員が支援を行う。本人の希望に基づき滋痰学固グループ内への転校 車云科が可能⑥担任による定期的・継

続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支援(メンタルサポート)⑥学費や経済面のサポート
は、事務局会計課・尊任のファイナンシヤルアドバイザー・奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

経済的支援

制度

日学校独自のJ足学金 授業料等減免制度: 有
①滋慶奨学金(在検生対象の貸与型奨学金・無利子)
②学費分割納入制度(無金利・手数料等無、保証人不要)
⑥長期履修制度(留 年に伴う学費免除)

日専門実践教育訓練給付,サ仁給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第二者による
学校評価 月

当該学科の

ホームページ
URと

日TTPツ /www iken acip/

(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令和5年 6月 30日 ※1

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )
1 公表年月日(※ 1)
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映

した内容を公表することが求められています。初回ξを定の場合は、1認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

27九職等の状況 (※ 2,
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」I=ついては、「文部科学省における尊修学校卒業者の「就職率Jの取扱しЧこついて(通知)(25文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学・高羊専門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内 定)状況調査 J又は「学校基本調査」こおける定義に従います。

(1)「 大学 短期大学 高等専門学校及び専惨学校卒業予定者の就職 (内定)状況調査Jにおける「就 H霊率」の定義について

|う「就職卒 Jこついては、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者て除したものをいいます。

②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速や力Чこ就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学 J「自営業J「家率手伝い」「留

年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
0「就職者」とは、正規の職員 (雇用契約期間が1年以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就職した者 (企 業挙から採用通矢0な どが出された者 )をい

います。
※「就職 (内定)状況調査」におけるとけl査対象の抽出のための母集EBとなる学生等は、卒業年次に在篤している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。

(2)「 学校基本調査」こおける「卒業者に占める就朧者の割合Jの定義について

0「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占めるgl合をいいます。

②「就職」とは給料 賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職

者とはしません (就 4載したが就職先が不明の者は就朧者として扱う)。
(3)上 記のほか、「就朧者数 (関 連分野)は 「学校基本鮒杏‖こおける「関連分望Чこ就 F徹した者 1井記載します^また「その他 |の襴は、関連分野へのアルバイト者数や進

3主 な学惨成果 (※ 3)
認定課程において取得E標とする資格 検定等状況について記載するものです。●国家資格・検定のうち、修7と同時に取得可能なもの、の国家資格 検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、Cその他(民間検定等)の I重別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述樹には、各認定学科における代表的
な学修成果 (例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貫状況等)1こついて記載します。



A(改善 )P(プラン)

1「専攻分野に関する企業、団体等(以下「企業等どという。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行つていること。」関

(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし
ての職業大教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の

第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

レジスタンス
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応じたトレーニン
グの指導方法も体得する

(株 )ライコ

レジスタンス2
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応じたトレーミン
グの指導方法も休得する

(株 )ライコ

水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応じた水中運動の
指導法を学ぶ。

(株 )Energy Lab

企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習 (以 行つていること。J関係

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目について記載。

2 うヽ。)

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

(1)教育課程の編成(授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を合む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業
の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業
やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪間や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け

(教育課程編成委員会 ) (学校・学科 ) (教育課程編成委員会 ) (学校・学科 )

D (ξ棄イ予)

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿
1日

1壬期

前田 弘
公益財回法人 日本サツカー協会
医学委員会委 員

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二
Acro8ats株 式会社
取締役会長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
ス

令和5年 4月 十日～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
，

駕

侶
単
阻健・ス不― ツ専 門

~子
碩

旱
令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
椙

副
ド
寵

登11■・ス不―ツ専 門
~子
狽

尋・教 本 部 岳
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
福岡医催・スボーツ専門学校
教矛冬喜務部岳

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 )

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員 (1企 業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠

席委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 )

第 1回 令和 5年 5月 19日 15130～ 17100
第2回 令和 6年 1月 26日 13:OO～ 16:00(予定 )

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※力リキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
大手スポーツクラブは、専門技術・知言胡こ加え、マネジメントができる人材の採用を強化しているとの意見を頂いたので、「スポーツ経営学」の授業改善と

強化を図った。また、現場を経験する機会をさらに増やした方が良いという意見を頂いたので、従来の実習、金鷲旗柔道大会・玉竜輝剣道大会でのメディ
カルサポート、サニックスワールドラグビー大会でのメディカルラリーに加え、全国高等学校選抜自転車競技大会のメディカルサポートも新たに実施する。
また、介護予防の運動指導のニーズが高まっているとの指摘に応え、「健康運動実践指導者資格」の取得に加え、「健康予防管理専門士資格」取得に向
けた「介護予防運動指導員講座」「健康予防管理専門士受験対策講座」を設け、強化を図つている。また、学科を問わず全学科に共通した意見として、各

委員からは、「コミュニケーションカの強化」「仕事に対する身構え・気構え・心構えといつたプロ意識の確立」「社会的人格形成」「自主性・主体性・積極性
の育成」「仕事観・職業観の確立による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の育成」など、多くの意見を頂いた。これらを基に、コミュニケーションス

キル検定の導入や授業内容・方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえ
て、キヤリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。

C(チ ェック)



て、教員に対し、専攻分野における実務に関す るヽこと。」関係「

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力・経験、職貴、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する

研修会や詰習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(2)研修等の実績

(1)車攻 /刀` 野 における察 藩 に閣す る研鶴 等

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会
主 催 :公益財回法人健康・体力づくり事業財回
実施日!令和5年 3月 14日

参加者 !スポーツ科学科専任教員1名

内 容 !「健康づくりのための身体活動基準2013Jお よび「身体活動指針J改定案と新たな基準/R4年度認定試験評価統括、R5年度認定試験実施総括
(21指遍 力 の 修 得・向上 のため の 研諺 等

研修名ICPAアカデミック資格請座
主 催 :一般社回法人 日本プライバシー認証機構
実施日:令和4年 12月 6日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
内 容 :学校法人等における個人情報保語法令と条例、個人情報保誇法、個人情報保護規程と個人情報取扱ルール等
(3)研修等の計画

nう重It今野にオ、`l'ス窯落に閣する石平修等

研修名 :アスレティックトレーナー専任教員ミーティング
主 催 :公益財団法人 日本スポーツ協会
実施日:令和5年 8月 21日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名

内 容 !アスレティックトレーナー免除適応コース承認基準を満たす内容・申請に関わる重要事項について
rクう指道ツ1の修得・商 卜のサーめの研修等

研修名
主 催
実施日
参加者
内 容

:スポーツ科学科専任教員2名
:トレーニング指導者について、」ATI認定トレーニング指導者の構成、資格の特徴、資格保有者への支援、
資格取得後の進路と将来性、日本フィットネス産業協会との提携ついて

本 ト

関説明会

「学校教育 第189条において準用する同規則第67条に定める評I面を行い、その結果を公表していること。また、評価を行〕こ当たつてはヽ
を参画させていること。」関係

インの言平f面 I自 目 字 校 が設 定す る口+仙喚 日
数 音 I里令・日的・奮 成 人材 像

学 校 x重宮

ユt音活動
教 育 成 果

単 牛 す 揺

数 百 践 境

学 牛 の真 箪 ′畢 Iサ 入九

財 呑

浜 令 等 の i葺守

社 会 貰献

呵

寵

旧5年 4月 1日 現TL)
R‖

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(柔道整復科)村田 栄治 村田整骨院 院長

企業等委員 (鍼灸科 )要 信義 要鍼灸院 院長 令和0年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

橋本 修ニ 令和5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 )

令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科)福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長

企業等委員(作業療法科)丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

案西 浩平
ニ ッ

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(歯科衛生士科)

医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(看護科)今里 安江

企業等委員
rス ペ_ヽッ禾埋 赳】安積 研ニ AcroBats株 式会社 取締役会長 令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(案業科)

スボーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表谷口 貴隆

令和5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 3+日 (1年 ) 保護者代表冨崎 尚美 在校生 (鍼灸科2年 )保護者

高等学校関係者稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 校長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

或崎 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者

(1)学校関係者評価の基本方針

専修学校における学校評価ガイドライン」こ基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、
員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して
に活用することを方針とする

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

10

(3)学校関係者評価結果の活用状況

地域住民、高等学校、
様々な角度からアド′

企業により構成される学校関係者評価委
イヽスや支援を行う とを通して



(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ) )

5!「企業等との連携及び協力の1推
―
造に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ

と。ょ関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細
情報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員
会や教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あら

ゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

(2)各学科等の教育

(6)学生の生活支援

※(10)及び(11)に ついては任意記載。

(3)情報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: httpノ/www iken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要
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授業科目名 授業科目概要
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1 〇 英会話
国際化に対応できる日常英会話を身につけ
るとともに、グローバルな感性を養う。

1 30 2 ○ ○ ○

2 ○
コミュ_ケー
ションスキル

対人援助職として必要なコミュニケーショ
ンを行うことができる。

1 30 2 〇 ○ O

3 O コンピュータ
ビジネス能 力の一 つ と して、 Microsoft
officeの 基礎技術を習得する。

1 30 2 O 〇 O

4 O 就職試験対策
講座

就職活動で必要となるスキルとマナーを身
につけ、就職活動に活かすことができる。

2 30 2 ○ ○ O

5 ○ 機含ヒ白旬解音1学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 O ○ ○

6 ○
機含ヒ白旬解音」学
2

人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 ○ O 〇

7 O
スポーッ生理
学

運動によって生じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によって
起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 O ○ ○

8 ○
スポーツ生理
学2

運動によつて生 じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によって

起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 ○ O ○

9 ○ 発育発達
発達段階に応 じた運動指導を学び、指導を
行うことができる。

1 30 2 ○ ○ ○

10 ○ 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考
え方を理解し、年代層に応じた健康指導を
説明できる。

2 30 2 O O O

11 ○ ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 ○ O O

12 ○ スポーツ障害
運動によつて生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 ○ ○ O



13 〇 スポーツ医学

スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々
のスポーツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予
防でのリハビリテーション、コンディショニングを
習得することができる。

1 30 2 O ○ ○

14 O
スポーツ心理
学

運動指導する際に心理学に関する科学的な
専門知識を身につけ、指導に活かすことが
できる。

1 30 2 O ○ ○

15 O 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を
深めると共に、それぞれの正しい体力測定
法を理解し、説明できる。

1 30 2 〇 〇 〇

16 ○
スポーツ栄養
学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ O ○

17 ○
スポーツ栄養
学 2

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 O O ○

18 O
スポーツ社会
学

スポーツの歴史を学び、スポーツが社会ヘ

及ぼす影響について、読み解く力を身につ
けまとめることができる。

1 30 2 ○ O ○

19 〇
プログラムデ
ザイン

対象者別の トレーニングプログラムの作成
方法を学び、作成できる。

1 30 2 ○ 〇 O

20 〇
スポーツバイ
オメカニクス

スポーツや日常生活にある動作を説明で
き、スポーツ動作改善や障害の予防と関連
付けることができる。

2 30 2 ○ ○ 〇

21 ○
スポーツプロ
グラミング

トレーニングの原則と効果、ウオーミング
アップ、クーリングダウン、ス トレッチの
理論を説明できるようになる。

2 30 2 〇 〇 O

22 ○ コーチング論

運動指導に必要な指導法や、コーチングに
おける知識を学ぶと同時に、具体例を提示
し実用的なコーチングスキルを身につけ、
まとめることができる。

2 30 2 O 〇 O

23 O
コンディショニ
ング

身体の調整を行うための技術を身につけ、
実際に身体調整ができる。

1 30 2 O 〇 O

24 O
フィットネスエ

クササイズ

エアロビックな運動の特性を理解し、正し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ 〇 O

25 O レジスタンス
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ 〇 ○ O

26 ○ レジスタンス2
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 O ○ 〇 O

27 O
トレーニング
科学

各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を
学び、 トレーニング指導ができる。 2 30 2 ○ ○ ○



28 ○
水中運動指導
法

水の特性を学び、対象者に応 じた水中運動
の指導法を学ぶとともに水泳の基本動作を
指導できる。

1 15 1 O ○ 〇 O

29 O 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 ○ O ○

30 ○ 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 O ○ O

31 O 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

2 30 2 ○ 〇 〇

32 ○ 進路指導4 業界
研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 O O 〇

33 O ゼミ

現場活動を通 して求められるスキルやマイ
ン ドを身につけるとともに、活動で起 こる

問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 ○ 〇 O ○

34 O ゼミ2

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ンドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 〇 〇 ○ 〇

35 O 進級制作
ゼ ミ活動を通 して研究 した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 〇 ○ 〇 ○

36 O 卒業制作
ゼ ミ活動を通 して研究 した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ O 〇 O

37 O 業界研修
学習 した知識 =技術を実践で用い、実践力
や社会人基礎力を身につける。

1 60 2 ○ 〇 O

38 〇
インターンシッ
プ

インターンシップを通して職業観を養い、
就職活動に活かすことができる。

2 60 2 O ○ O

39 ○ 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指
導や説明ができる。

2 30 2 ○ ○ O ○

40 O 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ O O

41 〇 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ O O ○

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ 〇 O



43 〇 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 〇 △ O ○ O

44 ○
イベント・ボラ
ンティア活動

学内外で行われる様々なイベントやボラン
ティア活動を通してリーダーシップ、フォ
ローワーシップを体得できる。

1

2

2 ○ ○ ○ 〇

45 O
健康運動実践
指導者基礎講
座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 〇 O 〇

46 〇

健康運動実践
指導者筆記試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 O O ○

47 ○

健康運動実践
指導者実技試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 O 〇 ○

48 ○
アスリートフー
ドマイスター

アスリー トのパフォーマンスを最大化する
ための最適な食プログラムを学び、クライ
アントに合わせた食事指導ができる。

1 15 1 ○ O O

49 ○

SAQインストラ
クター レベル
1試験対策講
座

スピー ドシステムや解割学的な視点から知

識や動作を獲得し、コーチング視点を身に
つけることができる。

1 30 2 〇 ○ ○

50 O 幼児体育指導
者

子どもに身体を動かす楽しさや素晴らしさ
を伝えることができる。理論・指導手順・

手本・補助を正しく学び、自信を持つて指
導できるスキルを身につける。

1

2

1 5 1 O O ○

51 〇

F「Pマットピラ
ティス受験対
策講座

身体の内側に意識を集中させ、全身をバラ
ンスよく動かしながら、身体の筋肉を鍛え
ゆがみのない柔軟性のあるしなやかな身体
を身につけ、指導できる。

2 30 2 O O 〇

52 O
ADI筆記試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 〇 ○ O

53 O
ADI実技試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O O ○

54 〇
スキルアップ
Skill Up

集回を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 ○ O 〇

55 ○

トレーニング
指導者基礎講
座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム
を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象としたト
レーエング指導ができる。

2 30 2 ○ ○ 〇

56 〇

トレーニング
指導者受験対
策講座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム
を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした 卜
レーニング指導ができる。

2 30 2 O 〇 O

57 O
スポーッ
ンユ~フ イ ツ
ター

足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する
知識や形態観察とサイジング技術を習得。
目的に合った正しいシューズ選びとイン
ソール選択のア ドバイスができる。

1 15 1 〇 O O



58 〇
AT受験対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

1 30 2 O O ○

59 ○
AT受験対策
言昔庁坐2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ ○ O

60 O
AT受験対策
講座3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

61 〇
AT実技対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 〇 ○ ○

62 〇
RF受験対策
講座

バーベルとプレー トを使用したアスレチッ
ク トレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 〇 〇 ○

63 〇
RF受験対策
講座2

バーベルとブレー トを使用したアスレチッ
クトレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 ○ 〇 〇

64 O
リトモス受験
対策講座

各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ゲ
ンス、サルサ トン、ジャズ、アラビアン、
レゲ トン)レ ッスンができる。

2 30 2 ○ ○ ○

65 O
健康予防管理
専門士受験対
策講座

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

1 30 2 ○ 〇 O

66 〇

健康予防管理
専門士受験対
策講座2

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

2 15 1 ○ 〇 O

67 O
NSCA受験対
策講座

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーエングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 O 〇 O

68 〇
NSCA受験対
策講座 2

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

69 O
MOSスペシャ
リスト受験講
座

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 O 〇 O

70 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座2

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 〇 ○ ○

71 ○ 救急法

人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自
動体外式除細動器)を用いた除細動などを
習得できる。

1 30 2 ○ ○ O

72 ○
アスレティック
トレーナー論

スポーツ環境におけるアスレティックト
レーナーの役割とその業務を具体的に説明
ができる。

1 30 2 O ○ O

73 O
スポーツ整形
外科学

アスレティックトレーナーが活動を行う上
で必要なスポーツ外傷・障害について適切
な対処ができる。

1 30 2 ○ ○ ○



74 O ピラテイス
体幹を中心に身体の動きを作り出すス ト
レッチング・トレーニング方法を学び、実
践できる。

1 30 2 ○ ○ 〇

75 ○
スポーツ障害
2

運動によって生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 ○ 〇 ○

76 ○
スポーツ整形
外科学2

アスレティックトレーナーが活動を行う上
で必要なスポーツ外傷・障害について適切
な対処ができる。

1 30 2 ○ ○ ○

77 〇
スポーツ心理
学2

心理学に関する科学的な専門知識を身につ

け、主としてスポーツと人間形成や行動規
範など指導に生かすことができる。

1 30 2 ○ ○ O

78 〇
コンディショニ
ング演習

コンディショニング評価の必要性を理解
し、その評価方法を学び、評価に適した ト
レーニング計画の立案、設計ができる。

1 30 2 O 〇 O

79 ○
スポーツ内科
学

内臓器官などの疾患の病態、症状について

認識できるようになるとともに、運動時の

対応策 (運動許可の条件を含む )、 処置、
予防策を講 じることができる。

1 30 2 O 〇 〇

80 O 応急処置

救急処置を実施する者は正しい知識とモラ
ルを十分に持つ必要があることを理解し、
救急処置を実施する上で必要となる基本的
な留意点について理解できる。

2 30 2 ○ 〇 ○

81 〇 測定評価 1

機能評価のプロセスを説明できるようになり、機能
評価に必要な検査測定の項目をあげることができ
る。機能評価における検査測定結果を解釈し、運動
機能に関する問題点を抽出できる。

2 30 2 ○ O ○

82 〇
アスレティック
リハビリテー

ション

アスレティックリハビリテーションの概要 (目 標、
過程、関係職種と役割、考慮すべき事項等)につい
て理解し、アスレティックリハビリテーションを講
じることができる。

2 30 2 ○ O O

83 O
コンディショニ
ング演習2

コンディショニング評価の必要性を理解
し、その評価方法を学び評価に適した ト
レーニング計画の立案、設計ができる。

2 30 2 ○ ○ O

84 O
トレーナー講
座

コンディショニング評価の必要性を理解
し、その評価方法を学び評価に適した計画
の立案、設計ができる。

2 30 2 O ○ ○

85 〇
アスレティック
リハビリテー
ション2

アスレティックリハビリテーションの概要 (目 標、
過程、関係職種と役割、考慮すべき事項等)につい
て理解し、アスレティックリハビリテーションを講
じることができる。

2 30 2 O ○ 〇

86 O 測定評価2

機能評価のプロセスを説明できるようになり、機能
評価に必要な検査測定の項目をあげることができ
る。機能評価における検査測定結果を解釈し、運動
機能に関する問題点を抽出できる。

2 30 2 ○ 〇 ○

87 〇
アスレティック
リハビリテー
ション3

アスレティックリハビリテーションの概要 (目 標、
過程、関係職種と役割、考慮すべき事項等)につい
て理解し、アスレティックリハビリテーションを講
じることができる。

2 30 2 ○ O ○

88 O
アスレティック
トレーナー実
習

実際のスポーツ現場における実習を通 し
て、アスレティック トレーナーとしての技
術を身につけることができる。

1

2

180 6 ○ ○ ○

1/b早位 (単位 時間 )

卒業要件及び履修方法 間



1学年の学期区分 2期
2年間の合計修得単位が 1珂 4単位以上の者は、卒業することができ

要件 :る 。
※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

卒業

1学期の授業期間 15週講義・演習 ,実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
リイ予う。

履修方法

項 )

刊 ―の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。



(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令和 5年 6月 30日 ※1

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )
ヽ 公表年月日(※ H)

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度フ月末を基準日として最新の情報を反映

した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空樹としてください

2就職寄の状′)と (※ 2)
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて(通知)(25文 科生第596号 )Jに 留意
し、それぞれ、「大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内 定)状況調査J又は「学校基本調査〕における定義に従います。
(1)「大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職(内定)状況調査」における「就職`雫」の定義について

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者て除したものをいいます。
②「就聴希望者Jとは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学J「自営業J「家事手伝い」f留

年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
13「就職者」とは、正規の職員(雇用契約期間が1年以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就職した者(企業等から採用通知などが出された者)をい
います。
※「就職 (内定)状況調査」こおける調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、聴議生、科目等履惨生、研究生及び夜問部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、尊攻科 別科の学生は除きます。
(2)「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合Jの定義について

①「卒業者に占める就職者の割合」とは、金卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
(21「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職

者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。
(3)上 記のほか、「就職者数(関連分野)〕 は、「学校基本調査 における「関連分野に就職した者 |を記重tします.また、「その他 Iの欄は 関連分野へのアルバイト者数や進

3主な学修成果(※ 3)
認定課程において取得目様とする資格 検定等状況について記載するものです。い国家資格 検定のうち、修7と同時に取得可能なもの、(2~国家資格 検定のうち、修了と

同時に受験資格を取得するもの (a)その他 (民間検定等)の種別区分とともに、名称 受験者数及び合格者数を記載します。自由記述樹には、各認定学科における代表的
な学修成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入賞状況等)について記載します。

福岡医健
専 P月

スポーツ
学校

平成 14年 4月 1日 古谷野 潔

〒8120032
福岡県福岡市博多区石城町790

(ロユ言缶)092-262-2119

学校法人滋慶学園 昭和 58年 12月 23日 浮舟 邦彦

〒1340084
東京都江戸川区東葛西6162

`雷

素)na-5s,A― nall

文化・教養 文化・教養専門課程 スポーツ科学科 スポーツインストラクターコース
平成 16年 文部科学省
告示第 17号

学科の目的
子供たちの身体運動に関し、理論から実践に至るまで、専門家としての基本となる技術を身に付け、幼児スポーツの指導員となつて、子供たちの成長段

階に応した支援 援助及びt旨導ができる人材を育成する

修業年限 昼 夜 講義 演 習 実 習 実験 実枚

2 昼 間
2.566 1.275 1,110 180 0 0

160人 の内数 1人 0人 4人の内数 44人の内数 48人の内数

学期制度
日前期
日後期

4月 1日 ～9月 30日
10月 1日 ～3月 31日 成績評価

―

各科日について、出席率、授業態度、試験の成績、レポート AR

長期休み
日夏 季
日冬 季
日学年末

7月

2月

24日 ～8月 20日
23日 ～ 1月 9日

: 3月 11日 ～3月 31日

卒業 進級

条件

1進級認定:各年次の合計修得単位が57単位以上の者は進級
すること力くてきる。
22年間の合計修得単位が1,4単位以上の者は卒業することが
できる。

学修支援等

ロワフス J画仕布1:    石
日個別相談・指導等の対応

⑦担任による定期的 継続的個別面談の実施及び保護者との密接
な連携強化
②成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施

課外活動

卜実行委員会

就職等の

状況x2

該当者なし

人 ひと

また、
全ての学生の就職が決よるまで、卒業後も支援を行つ

0

0

0

主な学修成果
(資格・検定等 )

■国雰資格・検定/その他・民間検定等

該当者なし

※種別の積には、各資格横克について 以下の①～③のいずれ力Wこ該当す
るか:こ載する。
③国家資格検定のうち、

'卜

7と同常に取得可能なもの
②国家資格検定のうち、歩7と同時に受験資構を取得するヽ の

③その他(民間検定等)

日自由記述桐
(例 )認定学科の学生す卒葉生のコンテスト入貧状況等

中途退学
の現状

■甲這退写育               0名       ■甲 ,μ挙        00%
令和 4年 4サ 11日 J十点において、在学者 O名 (イⅢ和 4年 ■月 lI'入学者を含む)
令和 5年 3チ!31日 時点において、在学考 0名 (令 和 5年 3)]3111事業者を含む )
日中途退学の主な理由

〔※令和4年 3月 31日 時点に在籍していた2名は、令和4年4月 1日 付でスポーツトレーナーコースに転ヨース〕

日中退防止・中退者支援のための取組

⑦成績不振者に対する個別指導強化及び襦習の実方t②付属の慶成会クリニック三よる健康管理 (受診料実費負担なし薬代負担なし)③進路変更希望
者に対しては、担任と共に専任の進路変更委員が支l長を行う。本人の希望に基づき滋慶学回グループ内への転検 草云科が可能④担任による定期的 継

続的個別面嵌の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士 (カウンセラー)による早期介入支援(メンタルサポート)③学費や経済面のサポート
は、事務局会計課 尊任のフアイナンシャルアドバイザー 奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

経済的支援
制度

日学校独自の奨学金授業料等減免制度i

O滋慶奨学金(在校生対象の貸与型奨学金
②学費分割孝内入制度(無金利手数料等無、
Э長期履惨制度(留年に伴う学費免除)

有
無利子〉
保証人不要 )

日専門実践教育訓イ凍給付 i〕に給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意紀載

第二者による
学校評価

■民間の評価機関等から第二者評価 t無
※有の場合、例えば以下について任意記載

(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページuRL)

当該学科の
ホームページ
URL

HTTP://www ken acip/



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等 Jという。)との運焼体制を確保して、投案科目の開設その他の教育課程の観成を行つていること,J関
係

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業

の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや泌要な人材像を把握すると共に、実施している授業

やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと

し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通して示された企業等の要請その他の

情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。

(以下図により、編成意思決定の過程を示す )

(教育課程編成委員会)     (学 校・学科)    (教 育課程編成委員会)    (学 校・学科)

D(実 イ〒) C(チ ェック) A(改善 )P(プラン)

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
大手スボーツクラブは、専門技術・知識に加え、マネジメントができる人材の採用を強化しているとの意見を頂いたので、「スポーツ経営学」の授業改善と

強化を図った。また、現場を経験する機会をさらに増やした方が良いという意見を頂いたので、従来の実習、金鷲旗柔道大会・玉竜輝剣遭大会でのメディ

カルサポート、サニックスワールドラグビー大会でのメディカルラリーに加え、全国高等学校選抜自転車競技大会のメディカルサポートも新たに実施する。

また、介護予防の運動指導のエーズが高まっているとの指摘に応え、「健康運動実践指導者資格」の取得に加え、「健康予防管理専門士資格」取得に向

けた「介護予防運動指導員講座」「健康予防管理専門士受験対策講座」を設け、強化を図っている。また、学科を問わず全学科に共通した意見として、各

委員からは、「コミュニケーションカの強化」「仕事に対する身構え・気構え・心構えといつたプロ意識の確立」「社会的人格形成」「自主性・主体性・積極性

の育成」「仕事観・職業観の確立による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の育成」など、多くの意見を頂いた。これらを基に、コミュニケーションス

キル検定の導入や授業内容・方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえ

て、キヤリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。

(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本検は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし

ての職業人教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の

第一線で活躍するプロに非常建力講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

2「企業等と運携して、実習、実技、実験又は演習(以 冥習・演習等Jという。)の授業を行つていること。」関係

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもつて総合的に評価される。また、担当非常

勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床

実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を1散底すると共

に、教員による実習巡国を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

科 日 概 豊 揮 終 企 業 等

レジスタンス
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応したトレーニン

グの指導方法も体得する

(株 )ライコ

レジスタンス2
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応じたトレーニン

グの指導方法も体得する
(株 )ライコ

水中運動指導 法
水の特性を学び、対象者に応じた水 中運動 の

指導法を学ふ。
(株 )Energy Lab

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科目1こついて記載。

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

名 前 P九 孫琶Я‖

前田 弘
公盃財回法 人 日本サツカー協会

医学委 員会委 員
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二
Acr08ats株式会社
取締役会長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) ③

上本 佳正
子昌岡 医程・ス不― ツ専 門弓

事務局長・スポーツ科学千

!校

1学科掃 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
目岡医健・スポーツ専門学校
空落事務部岳

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企 業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者

③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠

席委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応して、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時)

第1回 令和 5年 5月 19日 15:30～ 17:OO

第2回 令和 6年 1月 26日 13:00～ 15:00(予定)



3f企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修をキ、日殺的に行つていること。J関係
(1)推薦学科の教員に対する研惨・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、摂業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・イ
J迷続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する

研修会や講習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(2)研修等の実績

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研惨会

主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財図
実施日:令和5年 3月 14日

参加者 :スボーツ科学科専任教員1名

内 容 :「健康づくりのための身体活動基準2013」 および「身体活動指針」改定案と新たな基準/R4年度認定試験評価統括、R5年 度認定試験実施総括

研修名iCPAア カデミック資格講座
主 催 :一般社国法人 日本プライバンー認証機構
実施日:令和4年 12月 6日

参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
肉 容 :学校法人竿における個人情報保護法令と条例、個人情報保護法、個人情報保護規程と個人情報
(3)研修等の計画

研修名 :アスレティックトレーナー専任教員ミーティング

主 催 :公益財回法人 日本スポーツ協会
実施日:令和5年 3月 21日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名

内 容 :アスレティックトレーナー免除適応コース承認基準を満たす内容・申請に関わる重要事項について
(21キ旨湧力の修得・向上のための

日

主 催
実施日
特定非営利法人 日本ト

参加者
内 容

令和5年 4月 17日
スポーツ科学科専任教員2名
トレーニング指導者について、」ATI認定トレーエング指導者の構成、資格の特徴、資格保有者への支援

資格取 トネス産業協会との提携ついて

1 89条にお しヽて準用する同規則第6 7 条 こ定める評価を行し その結 興を公表して しヽ ること。また 評価を行〕こ当たっては、

の として企案等の役員又は職 員を参画させてしることっ」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委

員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検。自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営

の改善に活用することを方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

※ (10)及 (11 について

(3)学校関係者評価結果の活用状況

スポーツ科学は、運動が好きで入学してきて目的が明確でない学生が他学科より多いとの指摘があつた。これに対処すべく、入学前のオープンキヤンパス

のテーマを自己発見とし、目指す職業を明確にすることに力点を置いた。更に職業観や仕事観を確立するために、入学前オリエンテーシヨン、新入生オリ

エンテーシヨン、1年前期に業界の仕事理解のための特別講義などを実施した。また、座学では席を固定しているが、後方の席の学生が緊張感をなくした

り、十分に授業についていけない学生が後方の席になる場合があるので、学生一人ひとりの状況に合わせて、適時、席替えをすることのアドバイスを頂い

た。学生の状況を考慮して、前期・後期で席替えを実施した。また、各委員より各項目概ね「評価4」 の評価を頂いたが、その他の意見としては、学科を問

わず学校全体への意見として、各委員から「コミュニケーション能力の更なる向上に努めてほしい」「就職100%と共に1年以内の離職率の低下が重要」「資

格の合格率と共に受験率の更なる向上を期待する」「「中途退学率の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リー

ダー会議、学科会議、キヤリアセンター会議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。

1委 員の 名 採
]5年4月 1日 現

件   期 卯|

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(柔道整復科 )

要 信義 要鍼灸院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(鍼灸科)

橋本 修二
社会 医療法人財 団池友会 福 1司和 自病陽

戻疼揮接宰 芋幹
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

貝

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(作業療法科 )

案西 浩平
医療法人社団 桜香 あんざい箇科クリニック

理事長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(看護科 )

安積 研ニ AcroBats株式会社 取締役会長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(薬業科 )

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在検生 (a主灸科2年 )保護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香性高等学校 校長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

戎崎 淳一 福岡市博 多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 地域関係者



(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

Φ 広報誌等の刊行物 。その他 ( ) )

httpン /www ken acio/

5「企菓等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に簡する情報を提供しているこ
と。」関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国I‐家試験合格率100%等 )を具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細
情報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員
会や教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あら
ゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項日 字 校 が 設 定す るア良日

(2)各学科等の教育
父人万法 だ員 任稜霊叡 カリ千ユラム 7年 歴 ンラハス 幹栗遅予,文判疋墨準 月文得丁る杯号

主な就職先取得を目指す資格 資格試験合格実績
(3)教職 員

キヤリア教育ロードマップ 華黒石干修 キャIJアやラな一 鍬露a幹指重
(5)様 々な教 育 活 動・教 育嘴 婚 設 備 紹 介 ′衝外 冥字 研修 部 意 望角

(6)学生の生活支援
中遣退字防止更接 ′7尤職支援 健康支援 字費相談 進路変更支援 支援機関
度

支援制

(9)学校評価
(10)国際 運 篠 の 状 況 留字 生 支 鴇 盟学 生 の 竪 入 れ 状 況 外 国 の学 積 との 交 希 状 況

(11,そ の1也

※(10)及び(11)に ついては任意記載。

(3)情報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: http://wwwjken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要

ス ス ― ツ ンス ト ― コー ス [154

分 類

授業科目名 授業科目概要
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任

兼

　

　

任

1 ○ 英会話
国際化に対応できる日常英会話を身につけ
るとともに、グローバルな感性を養 う。

1 30 2 ○ O O

2 O
コミュニケー
ンヨンスキ)レ

対人援助職として必要なコミュニケーショ
ンを行うことができる。

1 30 2 O 〇 ○

3 ○ コンピュータ
ビジネス能 力の一 つ と して、 Microsoft
officeの基礎技術を習得する。

1 30 2 〇 O ○

4 O 就職試験対策
講座

就職活動で必要となるスキルとマナーを身
につけ、就職活動に活かすことができる。

2 30 2 ○ 〇 O

5 O 機含ヒ白旬解音J学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 ○ ○ O

6 O 機能的解剖学
2

人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 O O O

7 O
スポーッ生理
学

運動によつて生じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によつて
起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 O ○

|

○

8 O
スポーツ生理
学2

運動によつて生じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によつて
起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 〇 ○ 〇

9 O 発育発達
発達段階に応じた運動指導を学び、指導を
行うことができる。

1 30 2 O O ○

10 O 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考
え方を理解し、年代層に応じた健康指導を
説明できる。

2 30 2 ○ ○ ○

11 O ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 〇 ○ ○

12 O スポーツ障害
運動によつて生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 〇 ○ ○



13 ○ スポーツ医学

スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々
のスポーツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予
防でのリハビリテーション、コンディショニングを
習得することができる。

1 30 2 〇 O ○

14 ○
スポーツ心理
学

運動指導する際に心理学に関する科学的な
専門知識を身につけ、指導に活かすことが
できる。

1 30 2 〇 ○ 〇

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を
深めると共に、それぞれの正しい体力測定
法を理解し、説明できる。

1 30 2 O ○ O

16 ○
スポーツ栄養
学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ O 〇

17 〇
スポーツ栄養
学 2

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ O ○

18 O
スポーツ社会
学

スポーツの歴史を学び、スポーツが社会ヘ

及ぼす影響について、読み解く力を身につ
けまとめることができる。

1 30 2 O O O

19 O
プログラムデ
ザイン

対象者別の トレーニングプログラムの作成
方法を学び、作成できる。

1 30 2 ○ ○ ○

20 O
スポーツバイ
オメカニクス

スポーツや日常生活にある動作を説明で
き、スポーツ動作改善や障害の予防と関連
付けることができる。

2 30 2 O 〇 ○

21 ○
スポーツプロ
グラミング

トレーニングの原則と効果、ウォーミング
アップ、クーリングダウン、ス トレッチの
理論を説明できるようになる。

2 30 2 O O O

22 ○ コーチング論

運動指導に必要な指導法や、コーチングに

おける知識を学ぶと同時に、具体例を提示
し実用的なコーチングスキルを身につけ、
まとめることができる。

2 30 2 ○ O O

23 O
ヨンディショニ
ング

身体の調整を行うための技術を身につけ、
実際に身体調整ができる。

1 30 2 O 〇 O

24 O
フィットネスエ

クササイズ

エアロビックな運動の特性を理解 し、正 し
いステップ・筋コンディショニングの技術

を身につけることができる。

1 30 2 ○ O O

25 〇 レジスタンス
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ 〇 O 〇

26 ○ レジスタンス2
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 〇 ○ ○ O

27 ○
トレーニング
科学

各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を
学び、 トレーニング指導ができる。 2 30 2 O ○ O



28 ○
水中運動指導
法

水の特性を学び、対象者に応じた水中運動
の指導法を学ぶとともに水泳の基本動作を
指導できる。

1 15 1 O ○ O O

29 O 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 ○ ○ ○

30 O 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 2 O 〇 〇

31 ○ 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 〇 ○ ○

32 O 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

2 30 2 O 〇 〇

33 O ゼミ

現場活動を通 して求められるスキルやマイ
ン ドを身につけるとともに、活動で起 こる

問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 〇 O ○

34 O ゼミ2

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ン ドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 O ○ O

35 ○ 進級制作
ゼ ミ活動を通 して研究 した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ O O O

36 ○ 卒業制作
ゼ ミ活動を通 して研究 した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 〇 ○ ○ O

37 〇 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践力

や社会人基礎力を身につける。
1 60 2 〇 ○ O

38 〇
インターンシッ
プ

インターンシップを通して職業観を養い、
就職活動に活かすことができる。

2 60 2 〇 O ○

39 O 専門実技演習
専門的な実習を通 し、より専門性の高い指

導や説明ができる。
2 30 2 O O 〇

40 ○ 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 〇 △ ○ 〇

41 O 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ 〇

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 〇 △ ○ ○



43 O 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ O ○

44 O
イベント・ボラ
ンティア活動

学内外で行われる様々なイベントやボラン
ティア活動を通してリーダーシップ、フォ
ローワーシップを体得できる。

1

2

60 2 ○ 〇 ○ 〇

45 O
健康運動実践
指導者基礎講
座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

46 〇

健康運動実践
指導者筆記試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ ○ 〇

47 ○

健康運動実践
指導者実技試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 O 〇 ○

48 O
アスリートフー
ドマイスター

アスリー トのパフォーマンスを最大化する
ための最適な食プログラムを学び、クライ
アントに合わせた食事指導ができる。

1 15 1 〇 O 〇

49 〇

SAQインストラ
クター レベル
1試験対策講
座

スピー ドシステムや解割学的な視点から知
識や動作を獲得し、コーチング視点を身に
つけることができる。

1 30 2 ○ ○ ○

50 〇
幼児体育指導
者

子 どもに身体を動かす楽 しさや素晴らしさ

を伝えることができる。理論・指導手順・

手本・補助を正 しく学び、自信を持つて指
導できるスキルを身につける。

1

2

15 1 ○ ○ O

51 ○

F「Pマットピラ
ティス受験対
策講座

身体の内側に意識を集中させ、全身をバラ
ンスよく動か しながら、身体の筋肉を鍛え

ゆがみのない柔軟性のあるしなやかな身体
を身につけ、指導できる。

2 30 2 ○ ○ 〇

52 ○
AD蒔靖己言式験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O ○ ○

53 O
ADI実技試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 ○ ○ O

54 〇
スキルアップ
Ski‖ Up

集団を動かす指導力と実演力、様 々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O 〇 ○

55 ○

トレーニング
指導者基礎講
座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム
を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象としたト
レーニング指導ができる。

2 30 2 O 〇 ○

56 O
トレーニング
指導者受験対
策講座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム

を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした ト
レーニング指導ができる。

2 30 2 〇 〇 O

57 ○

スポーツ
シューフィッ
ター

足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する
知識や形態観察とサイジング技術を習得。
目的に合った正しいシューズ選びとイン

ソール選択のア ドバイスができる。

1 15 1 ○ 〇 ○



58 O
AT受験対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

59 O
AT受験対策
講座2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ ○ O

60 O
AT受験対策
講座3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 〇 ○ ○

61 ○
AT実技対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

62 〇
RF受験対策
講座

バーベルとブレー トを使用 したアス レチッ
ク トレーニング理論に基づ く、全身の筋力

向上を目的とした画期的なプログラムの指

導ができる。

2 30 2 ○ ○ 〇

63 〇
RF受験対策
言脅座2

バーベルとブレー トを便用したアスレチッ
ク トレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

64 〇
リトモス受験
対策講座

各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ゲ
ンス、サルサ トン、ジャズ、アラビアン、
レゲ トン)レ ッスンができる。

2 30 2 ○ ○ ○

65 ○

健康予防管理

専門士受験対
策講座

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

1 30 2 O ○ ○

66 ○

健康予防管理

専門士受験対
策講座2

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

2 15 1 O 〇 ○

67 〇
NSCA受 1険対
策講座

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン

グ指導ができる。

2 30 2 O O O

68 〇
NSCA受験対
策講座2

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 〇 O O

69 ○

MOSスペシャ
リスト受験請
座

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ ○ ○

70 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座2

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ O ○

71 ○ 救急法

人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自
動体外式除細動器)を 用いた除細動などを
習得できる。

1 30 2 〇 ○ ○

72 O
グループレッ
スン

複数で一緒に運動プログラムやリラクゼー
ションプログラムを体験するとともに、グ
ループに対する指導スキルを身につけるこ
とができる。

1 30 2 〇 〇 〇

73 ○ ピラティス
体幹を中心に身体の動きを作り出すス ト
レッチング・トレーニング方法を学び、実
践できる。

1 30 2 O O ○



74 O
スタジオプロ
グラム

フィッ トネス業界で流行 しているスタジオ
プログラムを体験 し、スキル・体力を高め
ることができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

75 ○ ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 O ○ ○

76 〇
バランストレー
ニング

バランス トレーニングの様々なツールを使
用した指導法を学ぶ。指導プログラムを立
案できる。

1 30 2 ○ O O

77 O
フィットネスエ

クササイズ2

エアロビックな運動の特性を理解し、正し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ ○ ○

78 ○
機能解剖学演
習

解剖学的特性を理解し、目的に応じた適切
な運動プログラムを提案することができ
る。

2 30 2 〇 O O

79 ○ ヨガ
理論から呼吸法、実践指導にいたるまでの
すべてを学び、実践できる。

2 30 2 O O O

80 ○
対象者別運動
指導

解割学的特性を理解し、目的に応じた適切
な運動プログラムを提案することができ
る。

2 30 2 ○ ○ O

81 O
パーソナル指
導法

クライアントー人ひとりの目的に合つた ト
レーニングの基礎知識、指導方法を身につ
けることができる。

2 30 2 ○ ○ O

82 O
グループレッ
スン2

複数で一緒に運動プログラムやリラクゼー
ションプログラムを体験するとともに、グ
ループに対する指導スキルを身につけるこ
とができる。

2 30 2 ○ O 〇

83 ○
スタジオプロ
グラム2

フィットネス業界で流行しているスタジオ
プログラムを体験し、スキル・体力を高め
ることができる。

2 30 2 〇 O ○

84 〇
フィットネスエ

クササイズ3

エアロビックな運動の特性を理解し、正し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

2 30 2 O 〇 O

85 ○
パーソナル指
導法2

クラ
レー

ける

イアントー人ひとりの目的に合った ト
ニングの基礎知識、指導方法を身につ
ことができる。

2 30 2 ○ O ○

罪菜要件及び履修方法 授菜期間等

2年間の合計修得単位が 可刊4単位以上の者は、卒業することができ
要件 :る 。
※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

卒業 1学年の学期区分 2期

請義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法 1学期の授業期間 15週

1 -の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科日についてOを付すこと。



(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令和5年 6月 30日 ※ ,
(前 回公表年月日 :令 104年 7月 31日 )

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )
1 公表年月日(※ 1)
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初口認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空樹としてください

2就 職書の状′兄(※ 2)
「就職率J及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて(通知)(25文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学 高等尊問学校及び専修学校卒業予定者の就職(内定)状況調査J又は「学校基本調査」における定義に従います。
(1)「大学 短期大学 高等尊門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内定)状況調査」

「こおける「就職率」の定義について

①「就職率」こついては、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
(3「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業J「家事手伝い」「留
年J「資格取得」などを希望する者は含みません。
(Э「就職者」とは、正規の職員(雇用契約期間が1年以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就職した者 (企業等から採用通知などが出された者)をい
います。
※
'就
職 (内 定)状況調査」こおける調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、篤講生、科目等履修生、研究生及び夜問部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、尊攻科、月1科の学生は除きます。
(2)「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
O「卒業者に占める就職者の官l合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
(D「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが 家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。
(3)上 記のほか「就職者数 (P夭鳥連分野)1は、「学校基本調査 Iにおける「関連分野に就職した者〕を記戴します.また「その他 1の欄は 関連分野へのアルバイト者数や進

Э 主な学修成果(※ 9)
認定譲程において取得日様とする資格 検定等状況について記鼓するものです。(l‐ 国家資格 検定のうち、修7と同時に取得可能なもの、(2)国家資格 検定のうち、修7と
同時に受験資格を取得するもの、⑤その他 (民間検定等)の種別区分ととも1こ、名称、受験者数及び合格者数を記葦兌します。自由記述格ηには、各認定学科における代表的
な学修成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入賞状況等)について言E重三します。

福岡医健・スポーツ
専門学校

平成 14年 4月 1日 古谷野 潔

T812-0032
福岡県福岡市博多区石城町フ30

`雷
_舌 )002,6ク 2119

学校法人滋慶学園 昭和 58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒134-0084

東京都江戸川区東葛西6162
r西長i〔  ゝnn_郎、フn_anll

文化 教養 文化・教養専門課程 スポーツ科学科 スポーツトレーナーコース
平成 16年 文部科学省
告示第 17号

学科の目的
一般の方からトップアスリートまでスポーツ選手を中心に、トレーニング指導、コンディショニングの維持管理、傷害の予防 処置、リハビリテーシヨンなど
を行える人材を育成ずる

修業年限 昼 夜 講義 演 習 実 習 実験 実技

2 昼 間

160人 の内数 37人 0人 4人 44人 48人

学期制度
日前期
日後期

4月 13日 ～ 9月 15日
10月 2日 ～ 2月 19日

成績評価

有
百成イ責訂 l面の攀 !靡

~~~~

各科目について、出席率、授業態度、試験の成績、レポート。果
額の成結掌ケ♂合よれに凛九室 t´ レユ下の41ι

`:音

評価と士る
^

長期体み

日夏 季 :7月 24日 ～8月 20日
■冬 季:12月 23日 ～1月 9日
日学年末 : 3月 11日 ～3月 31日

卒業・進級
条件

は卒業することができる。

学修支援等 課外活動

■課 外 ′古動 の種 類

①各種企業プロジェクト実行委員
②ポランティア実行委員会
③学回祭実行委員会
④体斉大会実行委員会その他

日個別相談・指導等の対応

①担任による定期的 継続的個別面談の実施及び保護者との密接
な連携強化
②成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施

就職等の

状況x2

E主な就月観先、業界等(令和4年度卒業生)
スポーツクラブ 施設、クリニック、整骨院、リラクゼーシヨンサロン

主な学修成果
(資格 検定等 )

■国家資格・検足/その他 民間検定等

健康運動実践指導者 ⑥ 6人 3人

X種別の組には、を資格検定について、以下の0～③のいすれわЧこ鱗ヨす
るか記載する。

①国家貨お 横定のうち、

'17と

伺時に取得可能なもの

②国家資格検定のうち
'卜

7と同時に賢欧資格を取得するもの

③その他(民間検定等)

■自由記述襴
(例 )認定学14の学生 卒業生のコンテスト入貧状況等

■航 月,1百ど尋関谷

就職を尊PVこ支援するキャリアセンターを設置し、一人ひとりの希望に

沿つて、履歴書指導、面接指導、求人獲得、企業見学 採用試験の設定
から内定獲得交渉等を個別に行つている。また、仮に卒業式までに就職
が決よらなくても、全ての学生の就職が決まるよて、卒業後も支,昌を行つ

100

令和1年度事業者に十判する

中途退学
の現状

田甲述退
~子
者                5名       ■甲】巳挙

令和 4年 4)li日 時点において、在学者 42名 (令 和 4年 4月 1日 入学者を含む )
令和 5年 3月 31日 時点において、在学者 37″i(令和 5年 3月 31口 卒丈者を含む )
日中途退学の主な理由

進路変更、健康上理由、家庭都合

119 9′ 6

日中退防止・中退者支援のための取組

①成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管理(受診料実費負担なし薬代負担なし)⑤進路変更希望
者に対しては、担任と共に専任の進路変更委員が支援を行う。本人の希望に基づき滋慶学園グループ内への転校 草云科が可能14｀担任による定期的 継
続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支援(メンタルサポート)(6｀学費や経済面のサポート
は、事務局会計課・専任のフアイナンシャルアドバイザー・奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

経済的支援
制度

日学校独自の奨学金 授業料等減免制度 :有
①滋慶奨学金 (在校生対象の賞与型奨学金 .無利子 )

②学費分割孝内入制度 (無金利 手数料等無、保証人不要)
⑤長期履修制度 (留年に伴う学費免除)

日尊門実践教育訓練給付: 〕宦給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第二者による
学校評儘

■民間の評価機関等から第三者評価 : 無
※有の場合、例えば以下について任意紀載
(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページURL)

当該字科の

本―ムページ

υRと

HTTP1//www kcn acio/



1「 専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」というこ)との連携体制を確保して、投業科目の開設その他の数百課程の編成を行つていること,J関

係

(1)教育課程の編成 (摂業科目の開設や摂業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業
の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業
やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと

し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通して示された企業等の要請その他の

情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。

(以下図により、編成意思決定の過程を示す)

(教育課程編成委員会)     (学 校・学科)     (教 育課程編成委員会)     (学 校・学科)

D(実 行 ) C(チ ェック) A(改善 )P(プラン)

て、キャリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

企業等と運携して、実習、実技、実験又は涙習 (以下「実習・演習守」という。)の授業を行つていることと」関係

校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開検以来実践してきた。即戦力とし

の職業大教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実ぎ・演習科目に於いては、現場の

一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

2

(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

て
弔

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常

勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床

実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底すると共

に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

料 日 名 科 日 概 宴

レジスタンス
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応したトレーニン

グの指導方法も体得する
(株 )ライコ

レジスタンス2
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応じたトレーニン
グの指導方法も体得する

(株 )ライコ

水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応した水中運動の
指導法を学ふ。

(株 )Energy Lab

(3)具 体的な連携の例※科目数については代表的な5科 目について記載。

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿
1日

任 期

前 田 弘
公益財団法人 日本サッカー協会

医学奉 昌会奉 昌
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二
Acro8ats株式会社
取締イ9会 促

令和5年 4月 十日～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医健・スポーツ専門学校
事務局長・スポーッ科学科 学科長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

首谷野 潔
福岡医健・スポーツ専門学校
学校促

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
福岡医健・スボーツ専門学校

冨‖校長・教務部長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
福 岡医健・スボーツ専 門学校

教務事務部長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催(予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠
席委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時)

第1回 令和 5年 5月 19日 15:30～ 17100

第2回 令和 6年 1月 26日 13:00～ 15,OO(予定)



3「企業等と運携して、教員に対し、専攻分野における冥務に関する研修を組手説的に行つていること.J関係

(1) 教 員 (以下「研修等」という。)の基本方針

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する

研修会や講習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

(2)研修等の実績

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会

主 催 :公益財団法人健康・体力づくり事業財団
実施日,令和5年 3月 14日

参加者 :スポーツ科学科専任教員1名

内 容 :「 112康 づくりのための身体活動基準2013」 および「身体活動指針」改定案と新たな基準/R4年度認定試験評価統括、R5年度認定試験実あt総括

研修名:CPAアカデミック資格講座
主 催 :一般社団法人 日本プライバシー認証機構
実施日:令和4年 12月 6日

参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
肉 A攣 幣|■ 人筆になI十ス個人情報俣語法今た条例、個人情報保護法、個人情報保護規程と個人情報取扱ルール等
(3)研修等の計画

研修名:アスレティックトレーナー専任教員ミーティング
主 催 :公益財団法人 日本スポーツ協会
実施日:令和5年 8月 21日
参加者:スポーツ科学科専任教員2名
内 容:アスレティックトレーナー免除適応コース承認基準を満たす内容。申請に関わる重要事項について

主 催 :4寺定非営利法人 日本トレーニング指導者協会
実施日:令和5年 4月 17日

高
加
墓:醐 惹 翠 張 で 」A■認定トレーニング指導者の構成、資格の特徴、資格保有者への支援

資格取得後の進路と将来性、日本フィットネス産業協会との提携ついて

当

「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行う:こ当たつては、
該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき

員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点
の改善に活用することを方針とする。

、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委

検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

1

(3)学校関係者評価結果の活用状況

スポーツ科学は、運動が好きで入学してきて目的が明確でない学生が他学科より多いとの指摘があった。これに対処すべく、入学前のオープンキヤンパス

のテーマを自己発見とし、目指す職業を明確にすることに力点を置いた。更に職業観や仕事観を確立するために、入学前オリエンテーシヨン、新入生オリ

エンテーシヨン、1年前期に業界の仕事理解のための特別講義などを実施した。また、座学では席を固定しているが、後方の席の学生が緊張感をなくした

り、十分に授業についていけない学生が後方の席になる場合があるので、学生一人ひとりの状況に合わせて、通時、席替えをすることのアドバイスを頂い

た。学生の状況を考慮して、前期・後期で席替えを実施した。また、各委員より各項目概ね「評価4」 の評価を頂いたが、その他の意見としては、学科を問

わず学校全体への意見として、各委員から「コミュニケーシヨン能力の更なる向上に努めてほしい」「就職100%と 共に1年以内の離職率の低下が重要」「資

格の合格率と共に受験率の更なる向上を期待する」「「中途退学率の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リー

ダー会議、学千1会議、キャリアセンター会議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。

の

任

(ヽす

弄琵

■5年 4月 1日 現 在 )
印|

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員(柔道整復科 )

要 信義 要鋭灸院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(鍼灸科 )

橋本 修ニ
社 会 医綴 法 人 財 団 池 う更套 子昌Iユ村和 国病院

隈 ′専種 樵 富 ギ齢
令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(作業療法科 )

案西 浩平
阻娯 法 人社 回

理 室 尋

枝 香 あんさい凹 科 モフリニツワ
令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社回 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員(看護科 )

安積 研二 AcrOBats株式会社 取締役会長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )
貝

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(薬業科)

谷口 貴「全 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生(鍼灸科2年 )保護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 検長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学検関係者

戎崎 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者



(5)学校関係者評価結果の公表方法。公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ) )

httDン /www iken aciD/

5「企棄等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ
と。J関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノペーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具

現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細

情報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員

会や教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あら

ゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行っている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの聰目 字 校 が 設 定す る項 日

攣 構

「

▼名 口F存 1れ 連 絡 牛 学 糖 の 沿重 る望学 の 理 食 隼 構 空 今 閣湮 俣罹 対 策

(2)各学科等の教育
受入方法 定員 在校生数 力リキュラム

取得を目指す資格 資格試験合格実績
学年歴 シラバス 卒業進子決判定基準 取得する称号
主な就職先

(3)教 l置員 教職 昌数 学校組‡能図 教 貫の実を書
キヤ1'7=t音 ロードマッヽプ 華黒石打修 キャIJアヤラ々 ― 献野:ヒ指潤

(5)様 々な教育,き動・教育環境 譜 備 紹 介 海 外
~奏 ~子
研 修 部 活 :遭 ll

(6)学生の生活支援
中途退学 防止支援 就職支援 健康支援 字 責相談 進 E各変更更携 更接機関

度

更 法 刷

蜂 書 一 瞥 媛 攣 令 数 苔 ロー シ室 肉

(8)学校 の 財活 財蒸 台 井】

堂 持 閣 係 者 評 価 姦 昌全

(1 lⅢ子のイl"

※(10)及び(11)については任意記載。

(3)情報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: http://www iken acjp/
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1 O 英会話
国際化に対応できる日常英会話を身につけ
るとともに、グローバルな感性を養う。

1 30 2 ○ O O

2 ○
コミュ_ケー
ションスキル

対人援助職として必要なコミュニケーショ
ンを行うことができる。

1 30 2 O ○ 〇

3 ○ コンピュータ
ビジネス能 力の一 つ と して、 Microsoft
Officeの 基礎技術を習得する。

1 30 2 ○ ○ O

4 O 就
講
職試験対策
座

就職活動で必要となるスキルとマナーを身
につけ、就職活動に活かすことができる。

2 30 2 ○ ○ ○

5 O 機能白勺解音J学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 O ○ O

6 O 機能的解剖学
2

人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 ○ ○ ○

7 ○
スポーッ生理
学

運動によって生じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によつて
起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 O 〇 O

8 ○
スポーツ生理
学2

運動によつて生じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によって
起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 O O ○

9 ○ 発育発達
発達段階に応じた運動指導を学び、指導を
行うことができる。

1 30 2 ○ O 〇

10 O 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考
え方を理解 し、年代層に応じた健康指導を
説明できる。

2 30 2 ○ O O

11 ○ ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 O ○ ○

12 ○ スポーツ障害
運動によつて生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 〇 ○ ○



13 O スポーツ医学

スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々
のスポーツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予
防でのリハビリテーション、コンディショニングを
習得することができる。

1 30 2 ○ ○ ○

14 ○
スポーツ心理
学

運動指導する際に心理学に関する科学的な
専門知識を身につけ、指導に活かすことが
できる。

1 30 2 ○ ○ 〇

15 〇 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を
深めると共に、それぞれの正しい体力測定
法を理解し、説明できる。

1 30 2 〇 〇 ○

16 O
スポーツ栄養
学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 O O ○

17 ○
スポーツ栄養
学 2

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ 〇 〇

18 ○
スポーツ社会
学

スポーツの歴史を学び、スポーツが社会ヘ

及ぼす影響について、読み解く力を身につ
けまとめることができる。

1 30 2 ○ O ○

19 ○
プログラムデ
ザイン

対象者別の トレーニングプログラムの作成
方法を学び、作成できる。

1 30 2 〇 O ○

20 ○
スポーッバイ
オメカニクス

スポーツや日常生活にある動作を説明で
き、スポーツ動作改善や障害の予防と関連
付けることができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

21 ○
スポーップロ
グラミング

トレーニングの原則と効果、ウォーミング
アップ、クーリングゲウン、ス トレッチの
理論を説明できるようになる。

2 30 2 ○ 〇 O

22 ○ コーチング論

運動指導に必要な指導法や、コーチングに
おける知識を学ぶと同時に、具体例を提示
し実用的なコーチングスキルを身につけ、
まとめることができる。

2 30 2 ○ O O

23 ○
コンディショニ
ング

身体の調整を行うための技術を身につけ、
実際に身体調整ができる。

1 30 2 O O ○

24 O
フィットネスエ

クササイズ

エアロビックな運動の特性を理解し、正し
いステップ H筋 コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

25 O レジスタンス
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ ○ ○ O

26 ○ レジスタンス2
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じた トレーニングの指導
ができる。

1 30 2 O ○ ○ O

27 〇
トレーニング
科学

各種トレーニングの基礎知識、指導方法を
学び、 トレーニング指導ができる。 2 30 2 O O ○



23 O 水中運動指導
法

水の特性を学び、対象者に応じた水中運動
の指導法を学ぶとともに水泳の基本動作を
指導できる。

1 15 1 〇 ○ O ○

29 ○ 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

1 30 2 〇 ○ ○

30 〇 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

1 30 2 ○ O 〇

31 ○ 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

2 30 2 O ○ O

32 O 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

2 30 2 〇 ○ O

33 〇 ゼミ

現場活動を通 して求められるスキルやマイ
ン ドを身につけるとともに、活動で起 こる
問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 O ○ O

34 O ゼミ2

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ンドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ
ける。

2 30 2 〇 O ○

35 O 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ ○ O O

36 ○ 卒業制作
ゼ ミ活動を通 して研究 した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ O ○ 〇

37 O 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践カ
や社会人基礎力を身につける。

1 60 2 〇 ○ O

38 ○
インターンシッ
プ

インターンシップを通して職業観を養い、
就職活動に活かすことができる。

2 60 2 ○ O ○

39 〇 専門実技演習
専門的な実習を通 し、より専門性の高い指
導や説明ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

40 ○ 専門科目

さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 O △ ○ O

41 O 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 〇 △ ○ ○

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ O



43 ○ 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 O △ ○ 〇

44 ○
イベント・ボラ
ンティア活動

学内外で行われる様々なイベントやボラン
ティア活動を通してリーゲーシップ、フォ
ローワーシップを体得できる。

1

2

60 2 ○ ○ O O

45 O
健康運動実践

指導者基礎講
座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

46 ○

健康運動実践
指導者筆記試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 〇 ○ O

47 O
健康運動実践
指導者実技試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 〇 ○ ○

48 ○
アスリートフー
ドマイスター

アスリー トのパフォーマンスを最大化する
ための最適な食プログラムを学び、クライ
アントに合わせた食事指導ができる。

1 15 1 ○ ○ O

49 ○

SAQインストラ
クター レベル
1試験対策講
座

スピー ドシステムや解割学的な視点から知
識や動作を獲得し、コーチング視点を身に
つけることができる。

1 30 2 O O 〇

50 〇
幼児体育指導
者

子どもに身体を動かす楽しさや素晴らしさ
を伝えることができる。理論・指導手順・

手本・補助を正しく学び、自信を持つて指
導できるスキルを身につける。

1

2

15 1 〇 O 〇

51 ○

F「Pマットピラ
ティス受験対
策講座

身体の内側に意識を集中させ、全身をバラ
ンスよく動かしながら、身体の筋肉を鍛え
ゆがみのない柔軟性のあるしなやかな身体
を身につけ、指導できる。

2 30 2 ○ 〇 O

52 O
ADI筆記試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を

身につける。

2 30 2 ○ 〇 O

53 O
ADI実技試験
対策講座

集回を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 〇 O ○

54 ○
スキルアップ
Ski‖ Up

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O O O

55 ○

トレーニング
指導者基礎請
座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム

を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした 卜
レーニング指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

56 〇

トレーニング
指導者受験対
策講座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム

を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした ト
レーニング指導ができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

57 ○

スポーツ
シューフィッ
ター

足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する
知識や形態観察とサイジング技術を習得。
目的に合つた正しいシューズ選びとイン
ソール選択のア ドバイスができる。

1 15 1 〇 〇 ○



58 ○
AT受験対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン
ディショニングなどができる。

1 30 2 〇 ○ O

59 ○
AT受験対策
講座2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 O ○ O

60 O
AT受験対策
講座3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ ○ O

61 ○
AT実技対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、ヨン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

62 O
RF受験対策
講座

バーベルとブレー トを使用 したアスレチッ
ク トレーニング理論に基づ く、全身の筋力

向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 O O O

63 O
RF受験対策
講座2

バーベルとブレー トを使用したアスレチッ
クトレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 O 〇 〇

64 O
リトモス受験
対策講座

各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ゲ
ンス、サルサ トン、ジャズ、アラビアン、
レゲ トン)レ ッスンができる。

2 30 2 ○ O O

65 ○

健康予防管理

専門士受験対
策講座

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講 じることができる。

1 30 2 ○ O 〇

66 ○

健康予防管理
専門士受験対
策講座2

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

2 15 1 O 〇 O

67 ○
NSCA受辱父対
策講座

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 O O O

68 O
NSCAttR疎対
策講座2

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニシ
グ指導ができる。

2 30 2 〇 ○ 〇

69 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 O 〇 〇

70 O
MOSスペシャ
リスト受験講
座2

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 O 〇 〇

71 ○ 救急法

人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自
動体外式除細動器)を用いた除細動などを
習得できる。

1 30 2 O ○ O

72 〇
トレーニング
演習

対象者を考慮 した トレーニング計画を学
び、対象者に応 じた筋カ トレーニングの指
導力を身につけることができる。

1 30 2 ○ 〇 〇

73 〇

コーディネー
ショントレー
ニング

体の動きや力加減を調整する能力を鍛える
トレーニング指導法を学び、実践すること
ができる。

1 30 2 ○ ○ O



74 〇 ピラテイス
体幹を中心に身体の動きを作 り出すス ト
レッチング・ トレーニング方法を学び、実
践できる。

1 30 2 ○ 〇 O

75 ○ ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 ○ 〇 ○

76 ○
バランストレー
ニング

バランス トレーニングの様々なツールを使
用した指導法を学ぶ。指導プログラムを立
案できる。

1 30 2 ○ 〇 ○

77 ○
フィットネスエ

クササイズ2

エアロビックな運動の特性を理解 し、正 し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ 〇 ○

78 ○
スクールトレー
ナー対策座学

スクール トレーナー実習の トレーニング計
画案や実習マナーを身につけるとともに、
スクール トレーナー実習に活かすことがで
きる。

1 30 2 ○ 〇 O

79 ○
スクールトレー
ナー対策実技

スクール トレーナー実習の トレーニング計
画案や実習マナーを身につけるとともに、
スクール トレーナー実習に活かすことがで
きる。

1 30 2 ○ ○ ○

80 ○
スクールトレー
ナー実習

出身中学校や出身高校の部活動に トレー

ナーとして参加 し、指導力や社会人基礎基
礎力を身につけることができる。

1 120 4 O O ○

81 ○
機能解剖学演
習

解剖学的特性を理解し、目的に応じた適切
な運動プログラムを提案することができ
る。

2 30 2 O 〇 O

82 O 対象者別運動
指導

解剖学的特性を理解し、目的に応じた適切
な運動プログラムを提案することができ
る。

2 30 2 ○ O ○

83 O
トレーニング
演習2

対象者を考慮 した トレーニング計画を学
び、対象者に応 じた筋カ トレーニングの指
導ができる。

2 30 2 ○ O 〇

84 ○ チーム指導法
チームに適したトレーニングメニュー作成
から指導方法を学び、チーム全体のコン
ディショニングを整えることができる。

2 30 2 O O O

85 O リコンディショ
ニング

スポーツ障害予防として、選手のコンディ
ショニングに関わる様々な技術を学ぶこと
ができる。

2 30 2 ○ O O

86 ○ 評価分析
クライントの特徴について評価方法を学
び、静的アライメントおよび動作を評価す
ることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

87 O
パーソナル指
導法

パーソナル指導の流れや トレーニングメ
ニューの組み立てを実際の症例をもとに学
び、クライアン トに合わせた指導ができ
る。

2 30 2 ○ 〇 ○

88 ○
パーソナル

セッション

身体機能改善を目的とし、クライアン トの

現状把握から修正方法、 トレーニングと一
連の指導法を学び、技術を身につけること
ができる。

2 30 2 〇 ○ ○



89 ○
モーションパ

ルペーション

脊柱と四肢の関節に、正常な関節運動があ
るかどうか調べる検査方法を身につけるこ

とができる。

2 30 2 ○ ○ O

90 ○ テクニック
カイロプラクティックで用いる様々なテク
ニックを習得することができる。

2 30 2 〇 ○ O

91 O
ファンクショナ

ルトレーニン

グ

身体の構造を理解するとともに身体機能を
高めるトレーニング方法を学び、指導でき
るようになる。

2 30 2 ○ ○ 〇

92 〇
トレーニング
分析

トレーニング指導者としての知識はもちろ
ん様々なデータを活用し、データに基づき
専門性を活かした指導ができる。

2 30 2 ○ O O

93 ○
トレーニング
総論

「トレーニング」「体養」「栄養」につい
て理解し、対象者に応じた適切な計画を立
てることができる。

2 30 2 ○ ○ 〇

94 ○
パーソナル指
導法2

パーソナル指導の流れや トレーニングメ
ニューの組み立てを、実際の症例をもとに

学び、クライアン トに合わせた指導ができ
る。

2 30 2 O O 〇

95 O
パーソナル

セッション2

身体機能改善を目的とし、クライアントの
現状把握から修正方法、 トレーニングと一
連の指導法を学び、実践することができ
る。

2 30 2 ○ O O

96 O
モーションパ

ルペーション2

脊柱と四肢の関節に、正常な関節運動があ
るかどうか調べる検査方法を身につけるこ

とができる。

2 30 2 ○ O ○

97 O テクニック2
カイロプラクテイツクで用いる様々なテク
ニックを習得することができる。

2 30 2 〇 ○ O

含 討

授業期間等卒業要件及び履修方法

1学年の学期区分 2期
2年間の合計修得単位が 114単 位以上の者は、卒業することができ

卒業要件 :る。
※不合格科日のある者は卒業判定会議により最終決定する。

1学期の授業期間 15週講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
リイ予う。

履修方法

項 )

1 -の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。



(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令和5年 6月 30日 ※1

職業実践専門課程の基本情報について

福岡医健・スポーツ

専門学校
平成 14年 4月 十日 古谷野 潔

T812-0032
福岡県福岡市博多区石城町ナ30

`雷

貫=〔 】
`】

oつ―,イ ,クーク119

学校法人滋慶学園 昭和 53年 12月 23日 ,♀舟 夢Б彦
丁1940084
東京都江戸川区東葛西616-2

(雷話】on s、 7n3311

文化 教養 文化 教養専門課程 スポーツ科学科スポーツビジネスコース
平成16年 文部科学省
告示第 17号

学科の目的

認定年月日

修業年限

,舌用 ベントのスポーツ興行を学び、

昼夜 講義 演習 実 習 実験 実 技

2 昼間

160人の内数 14人 0人 4人の内数 44人の内数 48人 の内数

学期制度
日前期
日後期

:4月 1日 ～9月 30日

"0月
1日 ～3月 31日

成績評価

日成績 表 :     有

日                 ~
各科目について、出席率、援業態度、試験の成績、レポート課題

長期体み

H夏 季 :

H冬 季コ
日学年末 :

7月 24日 ～8月 20日
2月 23日 ～1月 9日
3月 11日 ～3月 31日

卒業 進級

条件 多£潮 緒 純 騨 位加 H単位以どあ叡よ卒業することが
できる。

学惨支援等

巨クフス丁H仕 fil:    石
■個別相談 1旨導等の対応

a担任による定期的 継続的個別面談の実施及び保護者との留接
な連携強化
2｀成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施

課外活動

員会

就職等の

状況※2

販 売

支援するキャリアセンターを設置し、一人ひとりの希望に

面接指導、水人獲得、企業見学 採用試験の設定
仮に卒実式までに就職
卒業後も支援を行つ

日卒業者数 人

1

占

100

主な学修成果
(資格 '検定等 )

■国累 貧 1各・猿 定 /そ の他・民間下資雇寺

健康運動案 ,身指導者 ③ 1人 0人

※f豪別の幅には、各資待検定について、以下の①～③のいすれ力Wこと女当す
るか記載する。

O国家資程検定のうち、停7と同
'キ

に取得可能なもの
の国家資構検定のうち、体7と同

'キ

に楽験資格を取得するとの
3,そ の他 (民間検定書 )

H自 由記述欄
(例 )認定学イ4の学生 卒業生のコンテスト入貸状況学

中途退学
の現状

■甲遂退字者                1名       ■甲退準
令和 1年 ■月 1日 時点において、在学者 8ノィ,(令 和 4年 4月 1日 入学者を含む )
令和 5年 3月 31日 時点において、在学考 7名 (令和 5年 3月 31日 卒業者を含む )
日中途退学の主な理由

】と畢各幕 成績不振による学習意欲低下

(受診料実費負担なし・ し)③進路変更希望
による定期的 継

は、事務局会計課・専任のファイナンシャ るヽ

経済的支援

制度

■学校独自の奨学金 lスR業料等減免制度:有
①滋慶奨学金(在検生対象の貸与型奨学金無利子)
②学費分割納入制度(無金利手数料等無、保証人不要)
③長期履修制度(留年に伴う学費免除)

■専問実践教育訓練給付 : 〕

“

給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意歯E載

第二者による
学校評価

日民間の評価機関等から第二者評価 : 無
※有の場合、例えば以下について任意記載
(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページURL)

当該学科の
ホームページ
URL

HTTPツ /www iken acip/

(留意事項 )
1 公表年月日(※ 1)
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映

した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

29売曜等の状況 (※ 2,
「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合Jこついては、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率Jの取扱いについて(通知)(2S文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学 高年尊問学校及び尊修学校卒業予定者の就職 (内 定)状況調査」又は「学校基本電q査 Jこおける定義に従います。
(1)「 大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職(内 定)状況調査」こおける「就職率」の定義について
①「就確率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者Jとは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やおЧこ就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年J「 資格取得」などを希望する者は含みません。
⑤「就職者」とは、正規の職員(雇 用契約期間が1年以上の非正規の1鏡員として就職した者を含む)として最終的に就職した者(企業等から採用通知などが出された者)をい
います。
※「就職(内 定)状況調査Jこおける調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、体学中の

者、留学生、聴講生、イキ目等履惨生、研究生及び夜問部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、尊攻科 別科の学生は除きます。
(2)「学校基本調査」における「事業者に占める就職者の割合Jの定義について
0)「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める客1合をいいます。
②r就職Jとは給料、賃金、報酬その他子.只常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。
(3)上 記のほか、「就職者散 (聞丈車分野)は、「学校基本調杏 ‖こおける「関連分望猟乳 朧した者 |″紀載します。また「その他 Iの襴は、聞蓮分野へのアルバイト者致や避

3主な学惨成果 (※ 9)
認定課程において取得目標とする資格 検定等状況について記載するものです。C国家資格す検定のうち、惨7と同時に取得可能なもの ②国家資格 検定のうち、修了と
同時に受験査格を取得するもの 0その他(民間検定宇)の種別区分とともに 名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述程には、各認定学科における代表的
な学惨成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貧状況等)について記載します。



1『 専攻分野に閣する企業、団体常(以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行つていること,J問

係

(1)教 育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能回体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業

の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業
やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考庁9したうえで、学科会議において編成を行うものと

し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになっている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通して示された企業等の要請その他の

情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。

(以下図により、編成意思決定の過程を示す )

(教育課程編成委員会)     (学 校・学科)    (教 育課程編成委員会)    (学 校・学科)

D(実行 ) C(チ ェック) A(改善)P(プラン)

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
大手スポーツクラブは、専門技術・知識に加え、マネジメントができる人材の採用を強化しているとの意見を頂いたので、「スポーツ経営学」の授業改善と

強化を図った。また、現場を経験する機会をさらに増やした方が良いという意見を頂いたので、従来の実習、金鷲旗柔道大会・玉竜輝剣道大会でのメディ
カルサポート、サニックスワールドラグビー大会でのメディカルラリーに加え、全国高等学校選抜自転車競技大会のメディカルサポートも新たに実施する。
また、介護予防の運動指導のニーズが高まっているとの指摘に応え、「健康運動実践指導者資格」の取得に加え、「健康予防管理専門士資格」取得に向

けた「介護予防運動指導員講座」「健康予防管理専門士受験対策講座」を設け、強化を図っている。また、学科を問わず全学科に共通した意見として、各

委員からは、「コミュニケーションカの強化」「仕事に対する身構え・気構え・心構えといつたプロ意識の確立」「社会的人格形成」「自主性・主体性・積極性
の育成」「仕事観・職業観の確立による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の育成」など、多くの意見を頂いた。これらを基に、コミュニケーションス

キル検定の導入や授業内容・方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえ

て、キヤリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。

(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし

ての職業大教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の

第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

企業等と運榛して、実習、 習守」という。)の授業を行つていること。』関係(以

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委言モ契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常

勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら摂業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床

実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底すると共
に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携。情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

科  日 名 科 日 れ七 宴 i重 キ美 企 業 等

レジスタンス
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応したトレーエン
グの指導方法も体得する

(株 )ライコ

レジスタンス2
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応したトレーニン
グの指導方法も体得する

(株 )ライコ

水中 x雪動指導法
水の特性を学び、対象者に応した水中運動の
指導法を学ふ。

(株 )Energソ Lab

(3)具 体的な連携の例※科目数については代表的な5科目1こついて記載。

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿
1日

委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠

委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時)

1回 令和 5年 5月 19日 15i30～ 17:00

2回 令和 6年 1月 26日 13iOO～ 15:00(予定 )

任 期 ЯI

前田 弘
公益財 団法人 日本サッカー協会

際学奉 昌会季 昌
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研ニ
AcroBats株式会社
耳又締そG令掃

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医健・スボーツ専門学校
喜弄争属岳・スポーッ科学科 学科穫

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
福岡医健・スボーツ専門学校
学校馬

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
福岡医健・スボーツ専 F弓学校
副桂長・数務部長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
福岡医健・スボーツ専門学校

教務事務部長
令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )



3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における冥務に関する研修を組1蔵的に行つていること。J関係

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

学国の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容 教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界回休等が開催する

研修会や講習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術 矢日識の習得に努めている。

(2)研 修等の実績

研修名〔健康運動実践指導者養成校養成講座主任教 員研修会

主 催 :公益財回法人 健康・体力づくり事業財回
実施日:令和5年 3月 14日

参加者 :スポーツ科学科専任教員1名

内 容 :「健康づくりのための身体活動基準2013Jお よび「身体活動指針」改定案と新たな基準/R4年 度認定試験評価統括、R5年 度認定試験実施総括

研修名 iCPAアカデミック
主 催 :一般社団法人 日

資格講座
本プライバシー認証機構

実施日:令和4年 12月 6日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
肉 容 :学校法人等における個人情報保護法令と条例、個人情報保護法、個人情報保護規程と個人情報取扱ルール等

(3)研修等の計画

研修名 :アスレティックトレーナー専任教員ミーティング
主 催 :公益財回法人 日本スポーツ協会
実施日:令和5年 8月 21日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名

内 容 :アスレティックトレーナー免除適応コース承認基準を満たす内容 申請に関わる重要事項について
g導力の場

研修名:2023年度日本トレーニング語導者協会養成校養成機関説明会
主 催 :特定非営利法人 日本トレーエング指導者協会
実施日:令和5年 4月 17日
参加者 :スポーツ科学科専任教員2名
内 容ホレーニング指導者について、」ATI認定トレーエング指導者の構成、資格の特徴、資格保有者への支援、
資格取得後の進路と将来性、日本フィットネス産業協会との提携ついて

4「学校教育法施行規則第189条 において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行う1こ当たつては、
当該専修学校の関係者として企業等の役員又は町戚員を参τ凹させていること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委

員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営

の改善に活用することを方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

※ (1 及 11

(3)学 校関係者評価結果の活用状況

スポーツ科学は、運動が好きで入学してきて目的が明確でない学生が他学科より多いとの指摘があつた。これに対処すべく、入学前のオープンキヤンパス

のテーマを自己発見とし、目指す職業を明確にすることに力点を置いた。更に職業観や仕事観を確立するために、入学前オリエンテーシヨン、新入生オリ

エンテーシヨン、1年前期に業界の仕事理解のための特別講義などを実施した。また、座学では席を固定しているが、後方の席の学生が緊張感をなくした

り、十分に授業についていけない学生が後方の席になる場合があるので、学生一人ひとりの状況に合わせて、適時、席替えをすることのアドバイスを頂い

た。学生の状況を考慮して、前期・後期で席替えを実施した。また、各委員より各項目概ね「評価4」の評価を頂いたが、その他の意見としては、学科を問

わず学校全体への意見として、各委員から「コミュニケーション能力の更なる向上に努めてほしい」「就職 100%と 共に1年以内の離職率の低下が重要」「資

格の合格率と共に受験率の更なる向上を期待する」「「中途退学卒の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リー

ダー会議、学科会議、キャリアセンター会議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。

毒員会 の :

仔   期

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年3月 31日 (1年 ) 企業等委員(柔道整復科)

要 信義 要鍼灸院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(鍼灸科)

橋本 惨ニ
社会医療法人財 団池友会 福岡和 自届幌

医療連樵宰 主幹
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年3月 31日 (1年 ) 企業等委員(作業療法科 )

案西 浩平
医療法人社 団 桜香 あんざい歯科クリエック

理事長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社回 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 18～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(看護科)

安積 研二 AcroBats株 式会社 取締役会長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(薬業科)

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在検生 (,成灸科2年 )保護者 令和5年 4月 十日～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 検長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

戎峙 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和S年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者



(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

広報誌等の刊行物  その他 ( ) )

httoノ /www ken aciD/

S「企柔等との連携及び協力の推進に資するため、企柔等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ
と。」関係

(1)企 業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細

情報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員
会や教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あら

ゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専F弓学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

カイドラインの喚日 字 校 が設 定す る現 日

(2)各学科等の教育
受入方法 定員 在校生数 力リキュラム 学年歴 シラバス 卒業進級判定基準 取得する称号

取得を目指す資格 資格試験合格実績 主な就職先
当し購 昌約 出_お 組織 回 数 昌の宝 結
キャt'7数 苔ロードマップ 輩県石罪修 キャIザアセンイター 献職指運

(6)学生の生活支援
中途退学 防止支 :よ 就職更接 健康支援 字費相談 進路 変史更接 更接機関

麿

更依 刷

攣 審ヽ一 旨 里攣 令 数 苔 ローシ室 肉

財藩 舎 漑

攣 袴 R濁係 者 評 価 奉 昌令

留学 生 す 標 留学 生 の 晉 入れ 状 況 外 F五Jの ~キ校 との 交 流 状 況
(11】子のイ‖,

※ (司 0)及び(11)に ついては任意記載。

(3)情報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URLt httpノ /www iken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要
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1 ○ 英会話
国際化に対応できる日常英会話を身につけ
るとともに、グローバルな感性を養う。

1 30 2 O O ○

2 ○
コミュ_ケー
ションスキル

対人援助職として必要なコミュニケーショ
ンを行うことができる。

1 30 2 ○ ○ ○

3 ○ コンピュータ
ビジネス能 力の一 つ と して、 Microsoft
officeの基礎技術を習得する。

1 30 2 ○ ○ ○

4 ○
就職試験対策
講座

就職活動で必要となるスキルとマナーを身
につけ、就職活動に活かすことができる。

2 30 2 ○ O ○

5 ○ 機能的解剖学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 ○ O ○

6 ○
機能的解剖学
2

人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 ○ ○ ○

7 ○
スポーツ生理
学

運動によつて生 じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によつて

起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 ○ ○ ○

8 ○
スポーツ生理
学2

運動によつて生 じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によって

起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 O ○ ○

9 O 発育発達
発達段階に応じた運動指導を学び、指導を
行うことができる。

1 30 2 ○ ○ ○

1 0 ○ 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考
え方を理解し、年代層に応じた健康指導を
説明できる。

2 30 2 O ○ ○

11 ○ ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 ○ O ○

12 ○ スポーツ障害
運動によつて生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 ○ O O

13 ○ スポーツ医学

スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々
のスポーツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予
防でのリハビリテーション、コンディショニングを
習得することができる。

1 30 2 ○ ○ ○



14 ○
スポーツ心理
学

運動指導する際に心理学に関する科学的な
専門知識を身につけ、指導に活かすことが
できる。

1 30 2 ○ ○ ○

15 O 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を
深めると共に、それぞれの正しい体力測定
法を理解し、説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

16 ○
スポーツ栄養
学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解 し、コンディショニ
ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

1 7 ○
スポーツ栄養
学 2

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ
ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

1 8 ○
スポーツ社会
学

スポーツの歴史を学び、スポーッが社会ヘ

及ぼす影響について、読み解く力を身につ
けまとめることができる。

1 30 2 ○ O O

19 O
プログラムデ
ザイン

対象者別の トレーニングプログラムの作成
方法を学び、作成できる。

1 30 2 ○ ○ ○

20 ○
スポーツバイ
オメカニクス

スポーツや日常生活にある動作を説明で
き、スポーツ動作改善や障害の予防と関連
付けることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

2 1 ○
スポーツプロ
グラミング

トレーニングの原則と効果、ウォーミング
アップ、クーリングゲウン、ス トレッチの
理論を説明できるようになる。

2 30 2 ○ ○ ○

22 ○ コーチング論

運動指導に必要な指導法や、コーチングに
おける知識を学ぶと同時に、具体例を提示
し実用的なコーチングスキルを身につけ、
まとめることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

23 O
コンディショニ
ング

身体の調整を行うための技術を身につけ、
実際に身体調整ができる。

1 30 2 ○ ○ ○

24 ○
フィットネスエ

クササイズ

エアロビックな運動の特性を理解し、正し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ ○ ○

25 O レジスタンス
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じた ドレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ ○ ○ ○

26 O レジスタンス2
トレーエング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じた トレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ ○ ○ ○

27 ○
トレーニング
科学

各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を
学び、トレーニング指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

28 ○
水中運動指導
法

水の特性を学び、対象者に応じた水中運動
の指導法を学ぶとともに水泳の基本動作を
指導できる。

1 1 5 1 ○ ○ ○ 〇

29 ○ 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

1 30 2 ○ ○ ○



30 O 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 O ○ ○

3 1 ○ 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 ○ ○ ○

32 ○ 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 ○ O ○

33 ○ ゼ ミ

現場活動を通 して求められるスキルやマイ
ン ドを身につけるとともに、活動で起こる

問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 ○ ○ ○

34 ○ ゼミ2

現場活動を通 して求められるスキルやマイ
ン ドを身につけるとともに、活動で起こる

問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 ○ ○ ○

35 ○ 進級制作
ゼミ活動を通 して研究 した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ ○ ○ ○

36 ○ 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ ○ ○ ○

37 ○ 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践力
や社会人基礎力を身につける。

1 60 2 ○ ○ ○

38 ○
インターンシッ
プ

インターンシップを通 して職業観を養い、
就職活動に活かすことができる。

2 60 2 ○ ○ ○

39 O 専門実技演習
専門的な実習を通 し、より専門性の高い指
導や説明ができる。

2 30 2 ○ ○ O

40 ○ 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

4 1 ○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 2 ○ △ ○ ○

43 ○ 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

44 O イ
ベント・ボラ
ンティア活動

学内外で行われる様々なイベントやボラン
ティア活動を通してリーゲーシップ、フォ
ローワーシップを体得できる。

1

2

60 2 ○ ○ ○ O

45 ○

健康運動実践
指導者基礎講
座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ O ○



46 O
健康運動実践
指導者筆記試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

47 ○

健康運動実践
指導者実技試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ 〇 O

48 ○
アスリートフー
ドマイスター

アスリー トのパフォーマンスを最大化する
ための最適な食プログラムを学び、クライ
アントに合わせた食事指導ができる。

1 1 5 1 ○ ○ ○

49 ○

SAQインストラ
クター レベル
刊試験対策講
座

スピー ドシステムや解剖学的な視点から知
識や動作を獲得し、コーチング視点を身に
つけることができる。

1 30 2 O ① ○

50 ○
幼児体育指導
者

子どもに身体を動かす楽しさや素晴らしさ
を伝えることができる。理論・指導手順・

手本・補助を正しく学び、自信を持つて指
導できるスキルを身につける。

1

2

1 5 1 ○ ○ ○

51 ○

FTPマットピラ
ティス受験対
策講座

身体の内側に意識を集中させ、全身をバラ
ンスよく動かしながら、身体の筋肉を鍛え
ゆがみのない柔軟性のあるしなやかな身体
を身につけ、指導できる。

2 30 2 ○ ○ ○

52 ○
ADI筆記試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O ○ ○

53 O
ADI実技試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 ○ ○ ○

54 ○
スキルアップ
Skili Up

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 ○ ○ ○

55 ○

トレーエング
指導者基礎講
座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム
を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象としたト
レーニング指導ができる。

2 30 2 ○ ○ O

56 ○

トレーニング
指導者受験対
策講座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム
を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象としたト
レーニング指導ができる。

2 30 2 ○ ○ O

57 ○

スポーツ
シューフィッ
ター

足の機能解割や疾患の評価、治療に関する
知識や形態観察とサイジング技術を習得。
目的に合つた正しいシューズ選びとイン
ソール選択のアドバイスができる。

1 15 1 ○ ○ ○

58 ○
AT受験対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

1 30 2 ○ ○ ○

59 O
AT受験対策
講座2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ ○ ○

60 ○
AT受験対策
講座3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ ○ ○

6 1 ○
AT実技対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ ○ ○



62 ○
RF受験対策
講座

バーベルとプレー トを使用したアスレチッ
ク トレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 O ○ ○

63 ○
RF受験対策
講座2

バーベルとプレー トを使用したアスレチッ
クトレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

64 ○
リトモス受験
対策講座

各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ゲ
ンス、サルサ トン、ジャズ、アラビアン、
レゲ トン)レ ッスンができる。

2 30 2 ○ ○ O

65 O
健康予防管理
専門士受験対
策講座

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

1 30 2 ○ ○ ○

66 ○

健康予防管理
専門士受験対
策講座2

年齢・性別や生活習 I慣 に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識 と具
体的方法を講 じることができる。

2 1 5 1 ○ ○ ○

67 ○
NSCA受験対
策講座

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

68 ○
NSCA受聯も村
策講座2

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
エング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 2 ○ ○ ○

69 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ ○ ○

70 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座2

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ ○ ○

71 ○ 救急法
人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自
動体外式除細動器)を用いた除細動などを
習得できる。

1 30 2 ○ ○ ○

72 O コンピュータ
ビジネス能力の一つとして、Microsoft
officeの基礎技術を習得する。

1 30 2 ○ O ○



○
スポーツビジネ
ス

「スポーツによって人が動く仕組みづく
り」や「スポーツヘの参画率を高める仕組
みづくり」について説明ができる。

1 30 2 ○ O ○

74 ○
スポーツビジネ
ス2

「スポーツによつて人が動く仕組みづく
り」や「スポーツヘの参画率を高める仕組
みづくり」について説明ができる。

1 30 2 ○ ○ O

75 ○ イベント運営論
イベン トのプランエングから制作物、当日

までの企画運営について学び、イベン トを
運営することができる。

1 30 2 ○ ○ ○

76 O デザイン
デザインに関する基礎を学び、ホームペー
ジ・広告のデザイン基礎を身につけること
ができる。

1 60 4 ○ ○ ○

77 O 映像制作
映像制作に関わる一連の知識・技術を習得
し、自ら企画・制作できる力を身につける
ことができる。

1 60 4 ○ ○ ○

78 ○ イベント企画
資料作成技術、プレゼンテーション能力、
ビジネススキルを身につけることができ
る。

2 30 2 ○ ○ ○

79 ○
マーケティン
グ

マーケティングの知識を習得し、実践的な
マーケティングにおいて解決・対応できる
力を身につけることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

80 ○
WEBマーケティ
ング

日々変化する情報技術を知り、インター
ネットを用いたマーケティングヘの理解を
深め、実践することができる。

2 30 2 ○ ○ ○

81 ○ デザイン2
デザインに関する基礎を学び、ホームペー
ジ・広告のデザイン基礎を身につけること
ができる。

2 60 4 ○ ○ ○

82 ○ 映像制作 2
映像制作に関わる一連の知識・技術を習得
し、自ら企画・制作できる力を身につける
ことができる。

2 60 4 ○ ○ ○

83 ○
マーケティン
グ 2

マーケティングの知識を習得し、実践的な
マーケティングにおいて解決・対応できる
力を身につけることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

84 ○
WEBマーケティ
ング2

日々変化する情報技術を知り、インター
ネットを用いたマーケティングヘの理解を
深め、実践することができる。

2 30 2 ○ ○ ○

85 ○ 映像制作 3
映像制作に関わる一連の知識・技術を習得
し、自ら企画・制作できる力を身につける
ことができる。

2 60 4 ○ ○ ○

十 1/b早 位 (早位 時 間
'

卒業要件及び履修方法 授業期間等

2年間の合計修得単位が ¬14単位以上の者は、卒業することがで
卒業要件:き る。

※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

刊学年の学期区分 2期

刊学期の授業期間 15週講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用に
より行う。

履修方法

―の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

企業等との連携については、実施要項の 3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。

司
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福岡医健・スポーツ

専門学校
平成 14年 4月 1日 古谷野 潔

〒8120032
福岡県福岡市博多区石城町フ30

`・

冨 ‐`i〔 】 ∩0ク ーク6,ク 110

学校法人滋展学園 昭和58年 12月 23日 浮舟 芽卜彦
〒1340084
東京都江戸川区東葛西6162

`雷

言舌)o3-5578-3311

文化 教養 文化 ,教養専門課程 スポーツ科学科ボディメイキングトレーナーコース
平成16年文部科学省
告示第 17号

学科の目的

認定年月日

惨業年限

どの専門 高めるコ

昼夜 講 義 演習 実習 実験 実 技

2 昼 間

160人の内数 17人 0人 4人 44人 48人

学期制度
日前期 :4月 1日 ～9月 30日
日後期コ 0月 1日 ～3月 31日

成績評価
臨 率lラ巧昇――――――――――

 ――――
各科目について、出席率、授業態度、試験の成績、レポート・課題
め耐縮華ナ総合的に甚h室 1´ レ1下の4砕

『
曽評価ナする_

長期休み

■夏 季 :7月 24日 ～8月 20日
E冬 季コ 2月 23日 ～1月 9日
四学年末「 3月 11日 ～3月 31日

卒業・進級
条件

1 進級認定i各年次の合計修得単位が57単位以上の者は進級
することん(てきる。
22年間の合計惨得単位が114単位以上の者は卒業することが
てきる。

学惨支援等

の

②成績不振者に対する個

諜外活動

H課外活動の種類
⑦各二重企業プロジェクト実行委員会
②ポランティア実行委員会
③学国祭実行委員会

―
―

就職等の

状況※2

パーツナルジム、健康産業スポーツ施設

日卒業者数 9 人

日卒業者に占
889

主な学修成果
(資格 ,検定等 )

日国家資格 検定/その他 民間検定等

健康運動実践指導者 ③ 5人 3人

③ 2人 2人

X種別の観には、各資構慎定について 以下の(め～3つのいずれんJこと次当す
るか記載する。
①国家資格検定のうち ,卜 7と同時に取得可能なもの
の国家資格検定のうち、,卜 7と同時に愛瞭資格を取得するもの

◎その他(民間検定等)

口自由記述欄
(例 )認定学科の学生 卒業生のコンテスト入賞状況学

中途退学
の現状

●中途退学者
令れ,4年 4州 1日

'子

点において、
令和 5年 3),31口 時点において
日中途退学の主な理由

進路変更

1名       日中退率

在学者 21アイ,(令和 4年 ■月 1日 入学老を含む )
、在学者 20ノr,(令 和 5年 3月 31日 卒業者を含む )

48 %

日中退防止・中退者支援のための取組

①成績不振者に対する個別1旨導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管理(受診料案費負担なし
,楽代負担なし)③進路変更希望

者に対しては、担任と共に専任の進路変更委員が支I妥を行う。本人の希望に基づき滋底学固グループ内への転校 転科が可能④担任による定期的 継

続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支援(メンタルサポート)⑥学費や経済面のサポート

は、事務局会計課 専任のファイナンシャルアドバイザー 奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

や登済的支援

制度

田学校独自の奨学金・援業料寺減免制度!有
①滋慶奨学金(在検生対象の貸与型奨学金 無利子)
②学費分曾I納入制度(無 金利・手数料等無、保証人不要)
⑥長期履修制度(留 年に伴う学費免除)

B専門実践教育訓練給付: )に給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第二者による

学校評価

H民間の評価機関等から第二者評価 : 無
※有の場合、例えば以下について任意記載
(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームベージURヒ )

当該学科の
ホームページ
υRL

HTTP://www kenac D/

(別イ氏様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令 和 5年 6月 30日 ※ 1
(前回′な`表年月日       )

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )
1 公表年月日(※ 1)
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映

した内容を公表することが求められています。初回:2定 の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

2♀九暇等の状況 (※ 2)
「就職率J及び「卒業者に占める就職者の割合Jこついては、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱しЧこついて(通知)(25文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学・高等専門学校及(亦専修学検卒業予定者の就職 (内 定)状況調査」又は「学校基本調査」こおける定義に従います。

(1)「大学 短期大学 高等尊門学校及び専修学校卒業予定者の就職(内 定)状況調査」における「就職率」の定義について

①「就職率Jこついては、就職希望者に占める就職者の割合をいい、はq査時点における就職者数を就職希望者て除したものをいいます。
12 「`就職希望者Jとは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就母載することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学J「自営業」「家事手伝いJ「留

年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
la⊃「就職者Jとは、正規の職員(雇用契約期間が1年以上の非正規の1競員として就母載した者を含む)として最終的に就職した者(企業等から採用通知などが出された者)をい

います。
※「就職 (内 定)状況調査Jこおける調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在篤している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
(2)「学校基本調査」こおける「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
0,「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②f就昭

`Jと
は給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職

者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就母載者として扱う)。
(3)上 記のほか、「就職者数 (関 連分野)は、「学検基本I引否 Hこおける「関連分里執二就職した者 I″記蕊比します.声た、「その他 Iの欄は、関連分野へのアルバイト者散や進

3主な学修成果 (× 3)
認定謀程において取得目標とする資格 検定等状況について記斎党するものです。C国家資格・検定のうち、惨了と同時に取得可能なもの、(2国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、0その他(民間検定等)の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述1団には、各認定学科における代表的
な学惨成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入賞状況等)1こ ついて記載します。



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下『企集等」という。)との運院体制を確保して、授業孝ヽ日の開設その他の教育課程の編成を行つていること,J閥

(1)教育課程の編成 (授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業

の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業

やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問を通して更なる情報収集を

図る。それらを十分に生かしつつ、力リキュラムや授業方法の改善、摂業科日の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

係

(2)教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと

し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の

情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従って委員会を運営する。

(以下図により、編成意思決定の過程を示す )

(教育課程編成委員会)     (学 校・学科)    (教 育課程編成委員会)    (学 校・学科 )

D(実 行 ) C(チ ェック) A(改 善 )P(プ ラン)

(5)教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
大手スポーツクラブは、専門技術・知識に加え、マネジメントができる人材の採用を強化しているとの意見を頂いたので、「スポーツ経営学」の摂業改善と

強化を図つた。また、現場を経験する機会をさらに増やした方が良いという意見を頂いたので、従来の実習、金資旗柔道大会・玉竜輝剣道大会でのメディ

カルサポート、サニックスワールドラグビー大会でのメディカルラリーに加え、全国高等学校選抜自転車競技大会のメディカルサポートも新たに実施する。

また、介護予防の運動指導のニーズが高まっているとの指摘に応え、「健康運動実践指導者資格」の取得に加え、「健康予防管理専門士資格」取得に向

けた「介護予防運動指導員講座」「健康予防管理専門士受験対策講座」を設け、強化を図つている。また、学科を問わず全学科に共通した意見として、各

委員からは、「コミュニケーションカの強化」「仕事に対する身構え・気構え・心構えといつたプロ意識の確立」「社会的人格形成」「自主性・主体性・積極性

の育成」「仕事観・職業観の確立による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の育成」など、多くの意見を頂いた。これらを基に、コミュニケーションス

キル検定の導入や授業内容・方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえ

て、キヤリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。

2:「企業等と運鶴して、案詈、実技、実験又は演習 (以下「実習・演習等Jという。)の授業を行つていること。」関係

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし

ての職業大教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の

第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(1)実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

(2)実習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委託契約を交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業での到連目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常

勤講師と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床

実習等を実施し、企業等の指導担当者の下、現場体験を深め即戦力としての更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を1散底すると共

に、教員による実習巡回を通して指導担当者と教員の連携・情報共有を図り、協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。

科 目 概 豊 連 携 企 業 等

レジスタンス
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応じたトレーニン
グの指導方法も体得する

(本朱)ライコ

レジスタンス2
ドレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応したトレーニン
グの指導方法も体得する

(株 )ライコ

水中運動指導法
水の特性を学び、対象者に応した水中運動の

指導法を学ふ。
(株 )Energv Lab

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科 目について記鼓。

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿

名 前 属 卯I

前田 弘
公益財回法人 日本サツカー協会

医学委員会委 員
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31B(1年 ) ①

安積 研二
AcrOBats株 式会社
取イお役会長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

上本 佳正
福岡医健・スポーツ専門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

(導該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「一」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、

地方公共団体等の役職員(1企 業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者

③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予定)日 時は以下の通り。また、委員会欠

席委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応して、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時 )

第1回 令和 5年 5月 19日 15:30～ 17100

第2回 令和 6年 1月 26日 13:00～ 15,OO(予定)



3「企業等と運桃して、教員に対し、専攻分野における冥務に関する研修を紹キ説的に行つていること。」関係

(1)推薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の基本方針

学回の定める教職員規定において、専門技術・矢日識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを

研修の目的として、職歴や能力 経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する

研修会や詰習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術'知識の習得に努めている。

(2)研 修等の実績

研修名 :健康運動実践指導者養成校養成講座主任教員研修会

主 催 :公益財回法人 健康 体力づくり事業財団
実施日:令和5年 3月 14日

参加者:スポーツ科学科専任教員1名
内 容:「健康づくりのための身体活動基準2013」および「身体活動指針」改定案と新たな基準/R4年度認定試験評価統括、R5年度認定試験実ち也総括

研修名:CPAア カデミック資格講座
主 催 :一般社団法人 日本プライバシー認証機構
実施日:令和4年 12月 6日
参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
肉 A蜂 袴禁人事になt十ス個人情報保語法令と条例、個人情報保護法、個人情報保護規程と個人情報取扱ル

=ザ
レ等

(3)研 修等の計画

研修名 :アスレティックトレーナー専任教員ミーティンク
主 催 :公益財団法人 日本スポーツ協会
実施日:令和5年 8月 21日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名

内 容 :アスレティックトレーナー免除適応コース承認基準を満たす内容・申請に関わる重要事項について

研修名:2023年度日本トレーニンク指導者協会養阪校養厩機関説明
主 催:特定非営利法人 日本トレーニング指導者協会
実施日:令和5年 4月 17日
参加者:スポーツ科学科専任教員2名
内 容 :トレーニング指導者について、」ATI認定トレーエング指導者の構成、資格の特徴、資格保有者への支援
資格取得後の進路と将来性、日本フィットネス産業協会との提携ついて

1 8 9条 こおしヽて準用する同規貝Ⅲ第67条に定める評孤を行し その結果を公表して し ること。また、評価を行う1こ当たつては

者として企業等の 役員又 は職員を参画させて しヽ ること。」関係

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、

員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して

の改善に活用することを方針とする。

地域住民、高等学校
様々な角度からアド

企業により
イス や 支援を行うことを通して

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

1 11 につい

(3)学校関係者評価結果の活用状況

スポーツ科学は、運動が好きで入学してきて目的が明確でない学生が他学科より多いとの指摘があつた。これに対処すべく、入学前のオープンキヤンパス

のテーマを自己発見とし、目指す職業を明確にすることに力点を置いた。更に職業観や仕事観を確立するために、入学前オリエンテーシヨン、新入生オリ

エンテーシヨン、1年前期に業界の仕事理解のための特別講義などを実施した。また、座学では席を固定しているが、後方の席の学生が緊張感をなくした

り、十分に授業についていけない学生が後方の席になる場合があるので、学生一人ひとりの状況に合わせて、適時、席替えをすることのアドバイスを頂い

名;尾黒慾 解 岳鷲 背 え 製懲 蜜贄栞罫芭鞘 勇 銑 a霞暴悲出室盈盈監∬ 晶l監 1駐融鴇需E霙た†単寂寓岩鍵属最ЯiS塩 雪ヽ蟄年留
格の合格率と共に受験率の更なる向上を期待する」「「中途退学率の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リー

ダー会議、学科会議、キヤリアセンター会議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(柔道整復科 )

要 信義 要鍼灸院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(鍼灸科)

橋本 修ニ
社会 医療法人財団池友会 福岡和 白病 r死

I芙感連終窯 ギ餘
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(理学凍法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(作業療法科 )

案西 浩平 令和5年 4月 十日～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(看護科)

安積 研二 Acr08ats株式会社 取締役会長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 )

中西 祐介 株式会社サンドラング 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(薬業科)

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生(鍼灸科2年 )保護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 校長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 高等学校関係者

戎峙 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者



(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ) )

httpノ/wwwiken acip/

5『企案等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の孝文育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ

と。」関係

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カリキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職 100%、 国家試験合格率100%等 )を具

現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細

情報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員

会や教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あら

ゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行っている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
~子
校 が甜 ″す るア自目

(2)各学科等の教育
受入方法 足員 在校生数 力リキュラム 字年歴 シラバス 卒案選イ改判定基準 H又得丁る杯号

取得弁目指す
′
資格 資格試験合格実績 主な就職先

才t目 の室 緒

(4)キヤリア教育・
~夫
睦的l繊柔教育 キヤリア教育ロードマップ 業界研修 キャリアセンター 就職指導

貴GIFttL忽 今 塩 ,(望摯 石干修 都 活動

(6)学生の生活支援
中途退学防止支援 就職支援 健康支援 学費相談 進路変更支援 支援機関
度

更 接制

(7)学生 納 付 金・鰺 掌 支 援 単 書一 旨 理学 令 教 育 ローン案 内

8チ熟奮紫エ
(9)学校 評 イ騒[ 学 構 閣係 者 評 価 馨 目会

留堂やす揮 留堂牛の辱入力状況 ,(国の攣構ルの李希状況

※(10)及び(11)については任意記載。

(3)情報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: httpア/―wjken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要

ス ― ツ ア イ ン レーナーコース
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1 ○ 英会話
国際化に対応できる日常英会語を身につけ
るとともに、グローバルな感性を養う。

1 30 2 O 〇 ○

2 ○
コミュ_ケー
ションスキル

対人援助職として必要なコミュニケーショ
ンを行うことができる。

1 30 2 〇 ○ 〇

3 ○ コンピュータ
ビジネス能 力の一 つ と して 、 Microsoft
offiCeの 基礎技術を習得する。

1 30 2 ○ 〇 O

4 〇
就職試験対策
講座

就職活動で必要となるスキルとマナーを身
につけ、就職活動に活かすことができる。

2 30 2 O ○ 〇

5 〇 機能的解剖学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 ○ 〇 O

6 O 機能白勺解音J学
2

人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 〇 O 〇

7 O
スポーツ生理
学

運動によって生 じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によって

起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 O O O

8 ○
スボーッ生理
学2

運動によつて生じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によって
起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 ○ O O

9 ○ 発育発達
発達段階に応じた運動指導を学び、指導を
行うことができる。

1 30 2 〇 ○ 〇

10 ○ 健康管理概論
健康づくりや疾病予防の基礎的な知識の考
え方を理解し、年代層に応じた健康指導を
説明できる。

2 30 2 ○ ○ ○

11 〇 ボディケア
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 O O 〇

12 O スポーツ障害
運動によって生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 ○ ○ O



13 ○ スポーツ医学

スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々
のスポーツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予
防でのリハビリテーション、コンディショニングを
習得することができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

14 ○
スポーツ心理
学

運動指
専門知
できる

導する際に心理学に関する科学的な

識を身につけ、指導に活かすことが 1 30 2 O O O

15 ○ 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を
深めると共に、それぞれの正しい体力測定
法を理解し、説明できる。

1 30 2 ○ O ○

16 ○
スポーツ栄養
学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ 〇 〇

17 ○
スポーツ栄養
学 2

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 〇 ○ 〇

18 〇
スポーツ社会
学

スポーツの歴史を学び、スポーツが社会ヘ

及ぼす影響について、読み解く力を身につ

けまとめることができる。

1 30 2 〇 ○ O

19 O
プログラムデ
ザイン

対象者別の トレーニングプログラムの作成

方法を学び、作成できる。
1 30 2 ○ 〇 ○

20 ○
スポーツバイ
オメカニクス

スポーツや日常生活にある動作を説明で
き、スポーツ動作改善や障害の予防と関連
付けることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

21 O
スポーツプロ
グラミング

トレーニングの原則と効果、ウォーミング
アップ、クーリングダウン、ス トレッチの
理論を説明できるようになる。

2 30 2 O ○ ○

22 ○ コーチング論

運動指導に必要な指導法や、コーチングに
おける知識を学ぶと同時に、具体例を提示
し実用的なコーチングスキルを身につけ、
まとめることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

23 O
コンディショニ
ング

身体の調整を行 うための技術を身につけ、

実際に身体調整ができる。
1 30 2 O O ○

24 ○
フィットネスエ

クササイズ

エアロビックな運動の特性を理解 し、正し
いステップ `筋 コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ ○ O

25 O レジスタンス
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じた トレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ 〇 ○ ○

26 〇 レジスタンス2
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 ○ ○ ○ 〇

27 〇
トレーニング
科学

各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を
学び、 トレーニング指導ができる。 2 30 2 ○ ○ 〇



28 〇
水中運動指導
法

水の特性を学び、対象者に応 じた水中運動
の指導法を学ぶとともに水泳の基本動作を
指導できる。

1 15 1 ○ 〇 ○ O

29 ○ 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 O O ○

30 O 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 ○ 〇 〇

31 ○ 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての
準備を行い、自らの進路を考える。

2 30 2 ○ ○ O

32 O 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 O 〇 〇

33 O ゼミ

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ンドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ
ける。

2 30 2 O ○ ○

34 O ゼミ2

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ンドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 ○ O O

35 O 進級常1作
ゼミ活動を通して研究した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ ○ 〇 〇

36 〇 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 ○ ○ O ○

37 O 業界研修
学習 した知識 ,技術を実践で用い、実践力
や社会人基礎力を身につける。

1 60 2 ○ O O

38 ○
インターンシッ
プ

インターンシップを通 して職業観を養い、
就職活動に活かすことができる。

2 60 2 ○ ○ ○

39 ○ 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指
導や説明ができる。

2 30 2 O 〇 O

40 ○ 専門科目

さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ O

41 〇 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 〇 △ 〇 O

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 O △ ○ ○



43 O 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

44 O
イベント・ボラ
ンティア活動

学内外で行われる様々なイベントやボラン
ティア活動を通してリーゲーシップ、フォ
ローワーシップを体得できる。

１

　

　

２

60 2 O ○ 〇 O

45 〇

健康運動実践
指導者基礎講
座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ ○ 〇

46 ○

健康運動実践
指導者筆記試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 〇 ○ O

47 ○

健康運動実践
指導者実技試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ O O

48 〇
アスリートフー
ドマイスター

アスリー トのパフォーマンスを最大化する
ための最適な食プログラムを学び、クライ
アントに合わせた食事指導ができる。

1 15 1 ○ 〇 ○

49 O

SAQインストラ
クター レベル
1試験対策請
座

スピー ドシステムや解割学的な視点から知
識や動作を獲得し、コーチング視点を身に
つけることができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

50 ○
幼児体育指導
者

子 どもに身体を動かす楽 しさや素晴らしさ

を伝えることができる。理論・指導手順・

手本・補助を正 しく学び、自信を持つて指
導できるスキルを身につける。

1

2

15 1 O O ○

51 ○

FTPマットピラ
ティス受験対
策講座

身体の内側に意識を集中させ、全身をバラ
ンスよく動かしながら、身体の筋肉を鍛え
ゆがみのない柔軟性のあるしなやかな身体
を身につけ、指導できる。

2 30 2 〇 ○ O

52 O
ADI筆記試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O 〇 O

53 O
ADI実技試験
対策講座

集回を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 ○ ○ O

54 O
スキルアップ
Skill Up

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O ○ 〇

55 ○

トレーニング
指導者基礎講
座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム

を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした ト
レーニング指導ができる。

2 30 2 O 〇 ○

56 ○

トレーニング
指導者受験対
策講座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム

を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした ト
レーニング指導ができる。

2 30 2 ○ O ○

57 O
スポーツ
シューフィッ
ター

足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する

知識や形態観察とサイジング技術を習得。

目的に合った正しいシューズ選びとイン

ソール選択のア ドバイスができる。

1 15 1 〇 O O



58 O
AT受験対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーシヨン及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

1 30 2 ○ O 〇

59 O
AT受験対策
講座2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン

ディショニングなどができる。

2 30 2 O 〇 ○

60 O
AT受験対策
講座3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン

ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ O O

61 〇
AT実技対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ

クリハビリテーシヨン及び体カ トレーニング、コン

ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ O 〇

62 ○
RF受験対策
講座

バーベルとプレー トを使用したアスレチッ
クトレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 O 〇 O

63 O
RF受験対策
講座2

バーベルとプレートを使用したアスレチッ
クトレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 〇 O O

64 O
リトモス受験
対策講座

各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ゲ
ンス、サルサ トン、ジヤズ、アラビアン、
レゲ トン)レ ッスンができる。

2 30 2 ○ O 〇

65 O
健康予防管理

専門士受験対
策講座

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

1 30 2 ○ ○ O

66 O
健康予防管理
専門士受験対
策講座2

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具

体的方法を講 じることができる。

2 15 1 O ○ 〇

67 ○
NSCA受験対
策講座

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 O ○ O

68 O
NSCA受験対
策講座 2

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対して トレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン

グ指導ができる。

2 30 2 O ○ 〇

69 〇

MOSスペシャ
リスト受験講
座

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ O ○

70 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座2

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ ○ ○

71 ○ 救急法

人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自
動体外式除細動器)を用いた除細動などを
習得できる。

1 30 2 O 〇 ○

72 ○ 実践術
各部位の トレーニングテクニックを実際に

体感することで理解を深め、指導力を高め
ることができる。

1 30 2 O O ○

73 ○ ピラティス
体幹を中心に身体の動きを作り出すス ト
レッチング・トレーニング方法を学び、実
践できる。

1 30 2 ○ ○ ○



74 O
ウエイトコント
ロー ル

クライアントー人ひとりの目的 (増量・減
量)や年齢代に合せた食事のア ドバイスや
トレーニングの指導方法を習得することが
できる。

1 30 2 〇 ○ 〇

75 ○ 実践術2
各部位の トレーニングテクニックを実際に

体感することで理解を深め、指導力を高め

ることができる。

1 30 2 〇 〇 O

76 O
トレーニング
演習

対象者を考慮 した トレーニング計画を学
び、対象者に応 じた筋カ トレーニングの指

導力を身につけることができる。

1 30 2 ○ ○ O

77 O ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 ○ O ○

78 〇
バランストレー
ニング

バランス トレーニングの様々なツールを使
用した指導法を学ぶ。指導プログラムを立
案できる。

1 30 2 ○ 〇 ○

79 〇
フィットネスエ

クササイズ2

エアロビックな運動の特性を理解し、正し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 O ○ ○

80 〇
機能解剖学演
習

解剖学的特性を理解し、目的に応じた適切
な運動プログラムを提案することができ
る。

2 30 2 ○ ○ ○

81 〇 実践術3
各部位の トレーニングテクニックを実際に
体感することで理解を深め、指導力を高め
ることができる。

2 30 2 O O ○

82 ○
パーソナル指
導法

クライアントー人ひとりの目的に合つた ト
レーニングの基礎知識、指導方法を身につ

けることができる。

2 30 2 O O ○

83 ○
パーソナル
セッション

身体機能改善を目的とし、クライアントの
現状把握から修正方法、 トレーニングと一
連の指導法を学び、技術を身につけること
ができる。

2 30 2 ○ O ○

84 〇
スポーツ栄養
学3

運動時における栄養摂取サプリメン トにつ

いて学ぶとともに、アスリー トの食育法を
習得することができる。

2 30 2 O ○ O

85 O
トレーニング
総論

「トレーニング」「休養」「栄養」につい
て理解し、対象者に応じた適切な計画を立
てることができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

86 ○
トレーニング
演習2

対象者を考慮した トレーニング計画を学
び、対象者に応 じた筋カ トレーニングの指

導力を身につけることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

87 O
パーソナル指
導法2

クライアントー人ひとりの目的に合つたト
レーニングの基礎知識、指導方法を身につ
けることができる。

2 2 ○ O ○

88 ○
パーソナル

セッション2

身体機能改善を目的とし、クライアン トの

現状把握から修正方法、 トレーニングと一
連の指導法を学び、実践することができ
る。

2 30 2 〇 〇 ○

含 討 88科 目 1/1単位 (単位時間 )

卒業要件及び履修方法



1学年の学期区分 2期
2年間の合計修得単位が 1刊 4単位以上の者は、卒業することができ

卒業要件 :る 。
※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

15週講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法 1学期の授業期間

1 -の授業科日について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科日についてOを付すこと。



福岡医健・スポーツ
専門学校

平成 14年 4月 1日 古谷野 潔

T812-0032
福岡県福岡市博多区石城町730

学校法人滋慶学園 昭和 58年 12月 23日 浮舟 邦彦
〒134-0084

東京都江戸川区東葛西6¬ 62
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文化・教養 文化 教養専門課程 スポーツ科学科トータルビューティコース
平成 16年文部科学省
告示第 17号

学科の目的

認定年月日

惨業年限

ど、一人ひとり1こ合つた理想の身体に導くことができる指導ができるクライアン

昼夜 講義 ,寅習 実習 実験 実 技

2 昼 間
1.395 1110

160人の内数 6人 0人 4人の内数 44人 の内数 48人 の内数

学期制度
日前期
日後期

:4月 1日 ～9月 30日
:10月 1日 ～3月 31日

成績評価 「こつし 授業態度

長期休み

日夏 季 :7月 24日 ～8月 20日
日冬 季 :12月 23日 ～1月 9日
日学年末 : 3月 11日 ～3月 31日

卒業・進級

条件

1進級認定:各年次の合計惨得単位が57単位以上の者は進級
することがてきる。
2?年間の合計惨得単位が1,4単位以上の者は卒業することが
できる。

学惨支援等 課外活動

業プロジェクト実行委員会

員会
日個別相談・指導等の対届

①担任による定期的・継続的個別面談の実施及び保護者との密|=
な連携強化
②成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施

就職等の
状況※2

■工な7,毛 H磁売、栗界寺 (令和4年度子茉生)

主な学修成果
(資格・検定等 )

日国家資格・検定/その他・民間検定等

Xl壷別の幅には 各資程検定について、以下の①～⑥のいすれ力Wこ嵌当す

0国家資格検定のうち、修7と同時に取滑可能なもの
2,国家資格 検定のうち ,Ⅲ 7と同時に受験資構を取得するもの

alそ の他(民間横定書 )

日自由記述欄
(例 )認定学科の学生.卒業生のコンテスト入賞1太況等

■▼売戦指導肉容
就職を専門に支 1長するキャリアセンターを設置し、―人ひとりの希望に沿つ

て、履歴春指導、面接指導、求人獲得、企案見学 採用試験の設定から内

定獲得交′ナ等を個別に行つている。また、仮に卒業式までに就職が決まら

なくても、金ての学生の就職が決まるまで、卒業後も支援を行つている。

日卒業者数 0 大

0′る

日卒業者に占める就職者の割合

日その他           ~~~~~― ―

令和1年度卒業者に関する

中途退学
の現状

■中途退学者                0名       B中 退率

令和 4年 4月 1日 時点において、在学者 0名 (令和 4年 4月 l日 入学者を含む )
令和 5年 3月 31日 Iキ点において、在学者 0名 (令和 5年 3)]31日 卒業者を含む)
日中途退学の主な理由

なし。

O0 9`

口甲退 阿止・甲退 奮 !支 臓 (プ
'た
の (′つ上瞑予題

Э成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管I里 (受診料実費負担なし桑代負担なし)③進路変更希望
者に対しては、担任と共に尊任の進路変更委員が支援を行う。本人の希望に基づき滋慶学園グループ内への転検・転科が可能④担任による定期的・継
続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支1霊 (メンタルサポート)⑥学費や経済面のサポート
は、事務局会計課・尊任のファイナンシヤルアドバイザー・奨学金担当がきめ細かな支1長を行つている

経済的支援

制度

日学校独自の奨学金・授業料等減免制度:有
⑦滋慶奨学金(在検生対象の貸与型奨学金・無利子)
②学費分割納入制度(無金利・手数料等無、保証人不要)
③長期履惨制度(留年に伴う学費免除)

■専門実践教育訓練給付;〕 ,給 付対象
※縮付対象の場合、前年度の給付実績者数につしヽて任意記戴

第二者による

学校評価

■民間の評価機関等から第二者評価 :無
※有の場合、例えば以下について任意言B載
(評価Ea体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページURL)

当該学科の
ホームページ
URL

HTTP://www kenac D/

(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式】

令和5年 6月 30日 ※1

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )
1 公表年月日(※ 1)
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以『祭の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

(1)

については、 Чこついて(通知)(25文科生第596号 )Jに留意し、
における定義に従います。
ついて

は 、 いヽ、と剰査時点における
行い、大学等卒業後違やおЧこ就職することを希望する者をいい、卒業後 自営業」「家事手伝い」「留年J

」とは、正規の職員 (雇用契約期間が1年 以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就確した者 (企 業等から採用通知などが出された者 )をい

います。
※「就職(内 定)状況はた1査 Jこおける:剰査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、聴講生、科目等履惨生、研究生及び夜間部、医学科、歯学14、 獣医学科、大学院、尊攻科、別科の学生は除きます。
(2)「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職Jとは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家導手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就磁先が不明の者は就磁者として扱う)。
(3)上 記のほか、「就職者数(関連分野)」 は、「学校基本酬査」における「関連分望打こ就1■した者」を記載します。また、「その他」の1固は、関連分野へのアルバイト者数や進
学 状 19学 につい て記 哉 1女 す ^

9主な学修成果(※ 3)
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。C)国家資格検定のうち、修7と同時に取得可能なもの、(2国家資格,検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、⑥その他(民間検定等)の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には 各認定学科における代表的
な学修成果(例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等)について記載します。



i,「専攻分野に関する企案、団体写 (以下「企業等 Jという。)との運協体訂Iを確保して、授業科目の開設その

(1)教育課程の編成 (摂業科目の開設や長業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能
|

の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握する

やカリキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪問

図る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、摂業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育

業等との連携に関する基本方針

係

こついて知見を有する企業
と共に、実施している摂業
を通して更なる情報収集を
を主体的に実施する。

他の教育課程の編成を行つていること。」関

警露躁夢臨艶蘊鰈勲翅聯瞬靴豊きЯ囀 語猛:暑曇畳蜜g鈍
(以下図により、編成意思決定の過程を示す)

(教育課程編成委員会)     (学 校・学科)    (教 育課程編成委員会)    (学 校・学科)

D(実 行 ) C(チ ェック) A(改 善 )P(プラン)

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

大手スポーツクラブは、専FR技術・知識に加え、マネジメントができる人材の |

強化を図つた。また、現場を経験する機会をさらに増やした方が良いという竜

カルサポート、サニックスワールドラグビー大会でのメディカルラリーに加え、

墓輝隆響雲葵ε馨親子蓬慧事碧麟銚瞬
軍扁駿さ体重興Ⅷ _芳跳魁謎餡讐選望七患∴議騨浄ぞ
て、キャリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。

本校は、「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業界に送

ての職業人教育を行うため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育

第一線で活躍するプロに非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に
緞 装F蒼≧識 、詔督讐齢 黙為糧銚
企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

Jという。)の授業を行つていること。」関係2

(1)実 習・演習等における企業等との運携に関する基本方針

て、実習、実技、実験又は演習 (以下「異習

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

連携企業等と講師業務委言モ契約を交わした上で
バスを基に授業は進行され、成績評価は毎授業

作成したシラ一線のプロが非常勤講師
標達成度及び学期ごとに

こよる実習巡に 、

て講師が協議しとし 授て イ予業を ってしる。 と非常勤学校の現場 算
的 こ評価される。また 担 当非 常定行う の結期試験 て総果をもっで の 連二II

床りて 取 で し る。更組 ん 業界研修業や摂 改善に協力しを情報 授業運営に係る問題解決共有 しながら連 携は 常 1こ 密 こし勤講 と学琴キ師 任専 教 員
の す と共るの 努めてし 実習実施前 協議を徹底るヽ。技術 習得に力即戦 てとし 更なる知識の現 体場 験を深め企 の等 者 の指導担当等を実施し実習 業

て教し 効 努果の向上に めてしるの 連 情報 有 図を り 協 力 部l体 強を 化てを通し 当者指導担 と教 員 携教 員

料 日 名 科 日 1ほモ 豊 連 携 企 業 寺

レジスタンス
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可
欠な基礎知識を学び、目的に応じたトレーニン

グの指導方法も体得する
(株 )ライコ

レジスタンス2
トレーニングを実際に指導するうえで必要不可

欠ナJ基礎知識を学び、目的に応したトレーニン
グの指導方法も体得する

(株 )ラ イコ

水中運動指導法
水の特性を学び、対象者 に応した水中運動の

指導法を学ふ。
(株 )Energy Lab

(3)具 体的な連携の例※科目数について1よ代表的な5科目1こついて記番支。

(3)教育課程編成委員会等の全委員の名簿
月1日 現在

玲台 同ll Pチr  属 1と期 種 別

前 田 弘
公益財団法人 日本サッカー協会
医学萎長会委員

令和54F4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

安積 研二
AcroBats株 式会社
取締役会長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医健・スポーツ専門学校
事務局長・スポーツ科学科 学科長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
福岡医健・スボーツ専門学校
学校長

令和5年 4月 IB～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
福岡医健・スポーツ専門学校
副校長・教務部長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
福岡医健・スポーツ専門学校
教務事務部長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

当するか記載すること。

(開催日時 )

1回 令和 5年 5月 19日 H5:30～ 17i00

2回 令和 6年 1月 26日 13:OO～ 15〔 00(予 定 )

②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年 1月 に実施している。今年度開催 (予 定)日 時は以下
の通り。また、委員会欠

員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応して、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。



関 係3「企菓等と運携して、教員に対し、尋攻分野における実務に関する研修を組
ユ報的に行つていること。」

(1)推鷹学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等」という。)の 基本方針

学園の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向

研修の目的として、職歴や能力・経験、職貴、担当業務に合わせて、定期的・孝L続的に業界と運携して研修を実施している。企業・業界団体寺が

研修会や講習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術・知識の習得に努めている。

上などを
開催する

(2)研修等の実績

(1)専 攻 分 野 にお

研 員研修会

主 催 :公益財団法人 健康・体力づくり事業財団
実施日:令和5年 3月 14日

参加者 :スポーツ科学科専任教員1名
評価統括、R5内  容 :「健康づくりのための身 および「身体活動指針J改定栗と新たな基準/R4

研修名iCPAアカデミック資格講座
主 催 :一般社図法人 日本プライバシー認証機構
~共
施日:令和4年 12月 6日

参加者 :スポーツ科学科専任教員1名

内 容 :学校法人年における個人情報保護法令と条例、個人情報保護法、個人情報保護規程と個人情報取扱ルール等

(3)研修等の計画

研修名 :アスレティックトレーナー専任教員ミーティング
主 催 :公益財団法人 日本スポーツ協会
実施日:令和5年 8月 21日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名

内 容 :アスレティックトレーナー免除適応コース承認基準を満たす内容・申請に関わる重要事項について
淳 力の 修

2023 日

主 催 :特定非営利法人 日本
実施日〔令和5年 4月 17日

参加者 :スポーツ科学科専任教員2名

内 容ホレーニング指導者について、」ATI認 定トレーエング指導者の構成、資格の特徴、資格保有者への支援
資格取得後の進路と将来性、日本フィットネス産業協会との提携ついて

毯暴線訪鶴型畏酒鋪播郎騒靱艶珠猛砒轄深
を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たつては

(1)学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」こ基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係

員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、

の改善に活用することを方針とする。

者評 価委

学校

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

2

4

10

※ ( ) (11)に ついて

(3)学校関係者評価結果の活用状況

スポーツ科学は、運動が好きで入学してきて目的が明確でない学生が他学科より多いとの指摘があった。これに対処すべく、入学前のオープンキヤン
パス

紹堪酔闇犠鶉F魏      慾穏鋒議鑑 、
盛 愁 晦 雛 瑞攀 館筆 陛 焔 禽霊暴倉経 諜 剛 鶴蹴 霙醗 &寓指霊轟最あ脇 (室蟄醒
格の合格率と共に受験率の更なる向上を期待する」「「中途退学率の更なる低減がみ要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの意見を頂いた。リー

ダー会議、学科会議、キヤリアセンう一会議、全体会議等でこれらの意見を共有し、具体的な対策を実施し、その実現を図つている。

髯員会 の 当 の

村田 栄冶 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員(柔道整復科)

要 信義 要鍼灸院 院長 令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(鍼灸科)

橋本 修二
社会 医療法人財 回池反会 千畠1司相 日病院

医療連携室 主草牟
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

貝

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統播部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員(理学療法科)

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(作業康法科)

案西 治平
医療法人社団 桜香 あんざい凹科ク

「

理事長
令和5年 4月 IB～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(箇科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(看護科)

安積 研二 AcroBots株式会社 取締役会長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 IB～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (薬 業科 )

谷 口 貴睦 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 4月 18～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生 (鍼灸科 2年 )保 護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3+日 (1年 ) 保 :質者代表

稲富 勉 福岡 県立香椎高寺学校 検長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 高寺学校関係者

戎崎 淳一 福岡市博 多区大浜公民食g食▼長 令和 5FF 4月 ia～ 令和6年 3月 31B(1年 ) I也域関係者



(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

・ 広報誌等の刊行物 ・ その他 ( ) )

(1)企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された日標 (カリキュラムのイノベーション、中進退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100路等)を具

現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細

情報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法として1よ、学校関係者評価委員
会や教育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタツフによる企業訪問、企業とタイアップして行うイベント等あら

ゆる機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

(2)各学科等の教育
目

(6)学生の生活支援

※(10)及び(11)については任意記載。

(3)情報提供方法ホームページ 広報誌等の刊行物

URヒ  httpプ /― iken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要
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授業科目名 授業科目概要
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携
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任
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任

1 ○ 英会話
国際化に対応できる日常英会話を身につけ
るとともに、グローバルな感性を養う。

1 30 2 ○ O ○

2 O
コミュ_ケー
ションスキル

対人援助職として必要なコミュニケーショ
ンを行うことができる。

1 30 2 O O ○

3 O コンピュータ
ビジネス能 力の一 つ と して 、 Microsoft
officeの基礎技術を習得する。

1 30 2 ○ ○ ○

4 ○
就職試験対策
講座

就職活動で必要 となるスキルとマナーを身
につけ、就職活動に活かすことができる。

2 30 2 ○ 〇 O

5 ○ 機能的解割学
人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 O O 〇

6 ○
機能白旬角旱音J学
2

人体の構造や生理学的な仕組みを学習し、
運動に関わる身体構造や機能の説明ができ
る。

1 30 2 O 〇 〇

7 O
スポーツ生理
学

運動によつて生 じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によつて

起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 ○ O ○

8 〇
スポーッ生理
学2

運動によつて生 じる体の変化や適応状態に
ついて基礎的な知識を持ち、教育によつて

起こる身体的機能変化を理解できる。

1 30 2 ○ ○ O

9 ○ 発育発達
発達段階に応じた運動指導を学び、指導を
行うことができる。

1 30 2 ○ ○ ○

10 ○ 健康管理概論
健康づ くりや疾病予防の基礎的な知識の考
え方を理解 し、年代層に応 じた健康指導を

説明できる。

2 30 2 ○ 〇 〇

11 O ボディケア
ケアの基本的なテクエックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 〇 ○ O

12 ○ スポーツ障害
運動によって生じる整形外科的障害を理解
し、目的に応じたテーピングができる。

1 30 2 ○ 〇 〇



13 O スポーツ医学

スポーツ障害にもならず、内科的疾病を有する人々
のスポーツ医学や薬物の基礎知識を理解し、障害予
防でのリハビリテーション、コンディショニングを
習得することができる。

1 30 2 ○ O 〇

14 O
スポーツ心理
学

運動指導する際に心理学に関する科学的な
専門知識を身につけ、指導に活かすことが
できる。

1 30 2 ○ O O

15 O 体力測定法
体力の構成概念に基づいた各要素の知識を
深めると共に、それぞれの正しい体力測定
法を理解し、説明できる。

1 30 2 〇 O ○

16 ○
スポーツ栄養
学

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

17 〇
スポーツ栄養
学 2

一般人の健康維持のための栄養・食事摂取
の重要性を正しく理解し、コンディショニ

ングと競技力向上を目指した食事の実践方
法を説明できる。

1 30 2 ○ O ○

18 O
スポーツ社会
学

スポーツの歴史を学び、スポーツが社会ヘ

及ぼす影響について、読み解く力を身につ
けまとめることができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

19 O
プログラムデ
ザイン

対象者別の トレーニングプログラムの作成
方法を学び、作成できる。

1 30 2 ○ O O

20 ○
スポーッバイ
オメカニクス

スポーツや日常生活にある動作を説明で
き、スポーツ動作改善や障害の予防と関連
付けることができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

21 ○
スポーツプロ
グラミング

トレーニングの原則と効果、ウォーミング
アップ、クーリングダウン、ス トレッチの
理論を説明できるようになる。

2 30 2 ○ ○ 〇

22 O コーチング論

運動指導に必要な指導法や、コーチングに
おける知識を学ぶと同時に、具体例を提示
し実用的なコーチングスキルを身につけ、
まとめることができる。

2 30 2 〇 ○ ○

23 ○
コンディショニ
ング

身体の調整を行 うための技術を身につけ、
実際に身体調整ができる。

1 30 2 〇 ○ O

24 ○
フィットネスエ

クササイズ

エアロビックな運動の特性を理解 し、正 し
いステップ・筋コンディショニングの技術
を身につけることができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

25 ○ レジスタンス
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じたトレーニングの指導
ができる。

1 30 2 〇 〇 O O

26 ○ レジスタンス2
トレーニング指導をするうえで必要な知識
を学び、目的に応じた トレーニングの指導
ができる。

1 30 2 〇 O ○ ○

27 ○
トレーニング
科学

各種 トレーニングの基礎知識、指導方法を
学び、 トレーニング指導ができる。 2 30 2 ○ ○ 〇



28 O
水中運動指導
法

水の特性を学び、対象者に応じた水中運動
の指導法を学ぶとともに水泳の基本動作を
指導できる。

1 15 1 ○ ○ 〇 〇

29 〇 進路指導
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 ○ O O

30 ○ 進路指導2
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
1 30 2 ○ O ○

31 O 進路指導3
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 O ○ O

32 ○ 進路指導4
業界研修、就職活動、資格取得に向けての

準備を行い、自らの進路を考える。
2 30 2 ○ O 〇

33 ○ ゼミ

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ンドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 ○ 〇 ○

34 ○ ゼミ2

現場活動を通して求められるスキルやマイ
ンドを身につけるとともに、活動で起こる
問題について討論を行い、現場力を身につ

ける。

2 30 2 O ○ O

35 O 進級制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 O ○ ○ O

36 O 卒業制作
ゼミ活動を通して研究した成果についてま
とめ、発表する。

2 30 2 〇 〇 〇 〇

37 ○ 業界研修
学習 した知識・技術を実践で用い、実践力

や社会人基礎力を身につける。
1 60 2 O 〇 ○

38 O イ
ンターンシッ
プ

インターンシップを通して職業観を養い、
就職活動に活かすことができる。

2 60 2 〇 O ○

39 ○ 専門実技演習
専門的な実習を通し、より専門性の高い指

導や説明ができる。
2 30 2 O 〇 ○

40 O 専門科目
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ O 〇

41 ○ 専門科目2
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 〇 △ ○ ○

42 ○ 専門科目3
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ 〇 O



43 O 専門科目4
さらに高めたい専門性について学ぶと同時
に追求 し、知識と指導力を向上させること
ができる。

2 30 2 ○ △ O O

44 O
イベントロボラ
ンティア活動

学内外で行われる様々なイベントやボラン
ティア活動を通してリーダーシップ、フォ
ローワーシップを体得できる。

1

2

60 2 ○ O ○ ○

45 ○

健康運動実践
指導者基礎講
座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 〇 O O

46 O
健康運動実践
指導者筆記試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づ くりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ 〇 ○

47 ○

健康運動実践
指導者実技試
験対策講座

「健康運動実践指導者」資格を通 して、積
極的な健康づくりを目的とした運動を安全
かつ効果的に実践指導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

48 ○
アスリートフー
ドマイスター

アスリー トのパフォーマンスを最大化する
ための最適な食プログラムを学び、クライ
アントに合わせた食事指導ができる。

1 15 1 ○ O ○

49 〇

SAQインストラ
クター レベル
1試験対策講
座

スピー ドシステムや解剖学的な視点から知
識や動作を獲得し、コーチング視点を身に
つけることができる。

1 30 2 O ○ ○

50 ○
幼児体育指導
者

子どもに身体を動かす楽 しさや素晴らしさ

を伝えることができる。理論・指導手順・

手本・補助を正 しく学び、自信を持つて指

導できるスキルを身につける。

1

2

15 1 〇 O O

51 〇

F‐「Pマットピラ
ティス受験対
策講座

身体の内側に意識を集中させ、全身をバラ
ンスよく動かしながら、身体の筋肉を鍛え
ゆがみのない柔軟性のあるしなやかな身体
を身につけ、指導できる。

2 30 2 〇 ○ O

52 ○
ADI筆記試験
対策講座

集団を動かす指導力と実演力、様々なゲ
ループエクササイズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O O O

53 O
ADI実技試験
対策講座

集回を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 O ○ O

54 O
スキルアップ
Ski‖ Up

集団を動かす指導力と実演力、様々なグ
ループエクササィズに対応できる応用力を
身につける。

2 30 2 ○ ○ ○

55 〇

トレーニング
指導者基礎講
座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム

を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象とした ト
レーニング指導ができる。

2 30 2 O O 〇

56 ○

トレーニング
指導者受験対
策講座

科学的根拠に基づく適切な運動プログラム
を作成・指導するために必要な知識を習得
し、スポーツ選手や一般人を対象としたト
レーニング指導ができる。

2 30 2 O O ○

57 ○

スポーツ
ン ユ~フ イ ツ
ター

足の機能解剖や疾患の評価、治療に関する
知識や形態観察とサイジング技術を習得。

目的に合った正しいシューズ選びとイン

ソール選択のア ドバイスができる。

1 15 1 ○ ○ O



58 O
AT受験対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス
ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーシヨン及び体カトレーニング、コン
ディショニングなどができる。

1 30 2 ○ 〇 ○

59 ○
AT受験対策
講座2

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン

ディショニングなどができる。

2 30 2 O ○ ○

60 ○
AT受験対策
講座3

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ
クリハビリテーション及び体カトレーニング、コン

ディショニングなどができる。

2 30 2 ○ O ○

61 ○
AT実技対策
講座

専門的な医学知識を有し、競技者の健康管理、ス

ポーツ障害・外傷の予防、救急処置、アスレティッ

クリハビリテーション及び体カ トレーニング、コン

ディショニングなどができる。

2 30 2 〇 O ○

62 O
RF受験対策
講座

バーベルとブレー トを使用したアスレチッ
ク トレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 〇 ○ 〇

63 〇
RF受験対策
講座2

バーベルとブレー トを使用したアスレチッ
クトレーニング理論に基づく、全身の筋力
向上を目的とした画期的なプログラムの指
導ができる。

2 30 2 ○ ○ ○

64 O
リトモス受験
対策講座

各種のダンス (ヒ ップホップ、ラテン、ゲ
ンス、サルサ トン、ジヤズ、アラビアン、
レゲトン)レ ッスンができる。

2 30 2 ○ ○ ○

65 ○

健康予防管理

専門士受験対

策講座

年齢 =性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

1 30 2 〇 ○ ○

66 ○

健康予防管理
専門士受験対
策講座2

年齢・性別や生活習慣に合わせて健康管
理・指導など一次予防を実施する知識と具
体的方法を講じることができる。

2 15 1 ○ ○ ○

67 ○
NSCA受験対
策講座

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 〇 ○ ○

68 O
NSCA受験 対
策講座2

年齢・性別・経験を問わず幅広い層に対してトレー
ニング指導を行うため、 トレーニングの知識に加
え、医学的、運動生理学的な専門知識とトレーニン
グ指導ができる。

2 30 2 O 〇 〇

69 O
MOSスペシャ
リスト受験講
座

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ O 〇

70 ○

MOSスペシャ
リスト受験講
座2

ビジネスシーンで必要となるパソコンスキ
ルを習得できる。

2 30 2 ○ ○ ○

71 ○ 救急法

人工呼吸や心臓マッサージの方法、AED(自
動体外式除細動器)を用いた除細動などを
習得できる。

1 30 2 O ○ 〇

72 ○
トータルビュー
アイ

美容の知識を総合的に学び、実践できる。 1 2 ○ ○ O

73 ○
グループレッ
スン

複数で一緒に運動プログラムやリラクゼー
ションプログラムを体験するとともに、グ
ループに対する指導スキルを身につけるこ
とができる。

1 30 2 ○ 〇 O



74 ○ ピラティス
体幹を中心に身体の動きを作り出すス ト
レッチング・ トレーニング方法を学び、実
践できる。

1 30 2 ○ 〇 〇

75 O
ウエイトコント
ロー ル

クライアントー人ひとりの目的 (増量・減
量)や年齢代に合せた食事のアドバイスや
トレーニングの指導方法を習得することが
できる。

1 30 2 ○ O O

76 O
トータルビュー

ティ2
美容の知識を総合的に学び、実践できる。 1 30 2 O ○ 〇

77 ○ ボディケア2
ケアの基本的なテクニックを学び、ボディ
ケアを身につけ実践できる。

1 30 2 〇 〇 ○

78 ○
バランストレー
ニング

バランス トレーニングの様々なツールを使
用した指導法を学ぶ。指導プログラムを立
案できる。

1 30 2 O O ○

79 ○
フィットネスエ

クササイズ2

エアロビックな運動の特性を理解 し、正 し
いステップ・筋コンディショニングの技術

を身につけることができる。

1 30 2 〇 ○ ○

80 ○
機能解剖学演
習

解剖学的特性を理解 し、目的に応 じた適切

な運動プログラムを提案することができ

る。

2 30 2 ○ O O

81 ○ ヨガ
理論から呼吸法、実践指導にいたるまでの
すべてを学び、実践できる。

2 30 2 ○ O O

82 O 対象者別運動
指導

解剖学的特性を理解し、目的に応 じた適切

な運動プログラムを提案することができ
る。

2 30 2 〇 〇 ○

83 O
スポーツ栄養
学3

運動時における栄養摂取サプリメン トにつ

いて学ぶとともに、アスリー トの食育法を
習得することができる。

2 30 2 ○ ○ O

84 O 評価分析
クラ
び、
きる

イントの特徴について評価方法を学
静的アライメントおよび動作を評価で 2 30 2 ○ ○ O

85 ○
パーソナル指
導法

クライアントー人ひとりの目的に合つた ト
レーニングの基礎知識、指導方法を身につ

けることができる。

2 30 2 ○ ○ ○

86 ○
フードコーディ
ネート

食ビジネスの全般にわたるデザイン、調理
や栄養などの専門的知識を習得することが
できる。

2 30 2 ○ O 〇

87 ○
女性の身体的

特徴

妊娠・月経・冷えなど女性特有の身体的特
徴について正しく理解し、クライアントに
合わせた説明ができる。

2 30 2 ○ O ○

88 O
スタジオプロ
グラム

フィットネス業界で流行しているスタジオ
プログラムを体験し、スキル・体力を高め
ることができる。

2 30 2 O ○ ○



89 O
パーソナル指
導法2

クライアントー人ひとりの目的に合つたト
レーニングの基礎知識、指導方法を身につ

けることができる。
2 30 2 O O O

合 計 89 1斗 日 173単位 (単位時間 )

――一――一一――――――卒業要件及び履修方法

1学年の学期区分 2期
2年間の合計修得単位が 114単 位以上の者は、卒業すること

卒業要件:る 。
※不合格科目のある者は卒業判定会議により最終決定する。

ができ

15週1学期の授業期間講義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ

り行う。
履修方法

1 ―の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合

については、主たる方法についてOを付 し、その他の方法について△を付すこと。

企業等との連携については、実施要項の 3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。2
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